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はじめに

本稿は台湾地方自治連盟を率いた民族運動家の楊肇嘉に注目し、彼が台湾地方自治制の改善の
ために朝鮮の地方自治制度を視察した意義について検討する。まず、楊肇嘉とは何ものだろうか。
楊肇嘉（1892-1976）1は台湾中部の台中市清水街の人で、地主であった養父を継いだ地方名望家
である。1926年に早稲田大学専門部政治経済学科に入学し、1929年に卒業している。楊肇嘉は
早稲田を卒業すると、台湾地方自治連盟の活動のために台湾へ戻っている。在学中は内地での台
湾人民族運動の主要な指導者の一人であった。戦前戦後においても地方自治運動を推進した政治
家である。一言で言えば、台湾自治の指導者となるだろう。卒業後も、早稲田大学との縁は続き、
台湾における稲門会（校友会）の二代目会長でもある。彼は、戦後に台湾が中華民国へ復帰した
後、1950年から 1953年まで台湾省の民政庁長を務めている2。

楊肇嘉や台湾地方自治連盟についての研究は多くない。台湾地方自治連盟について、許世楷は
『日本統治下の台湾』のなかで、楊肇嘉について厳しい評価を与えている。楊肇嘉が、台湾の民
族運動において、議会設置請願運動と台湾地方自治の陳情の関係をどちらが本でも末でも構わな
いと述べたことに対して、それこそが「本末顛倒」だと強く批判している3。許は、地方自治は
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（要約）
　本稿は台湾地方自治連盟を率いた民族運動家の楊肇嘉に注目し、彼が台湾地方自治制の改善のために
朝鮮の地方自治制度を視察した意義について検討する。台湾地方自治連盟は、朝鮮よりも経済力、教育
レベルにおいて台湾の方が高いのに、なぜ朝鮮以上の地方自治権を手に入れることができないのかと当
局を批判した。彼らの建設的な批判は当局内でも注目を浴びた。しかし一方で、同行者の葉栄鐘が指摘
するように、朝鮮視察からは、小作人のような貧困層を含めた地方自治をどのように考えるべきかとい
う地方自治連盟の課題が浮き彫りとなった。
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民族運動の要求としては最も低い要求であると捉えている。伊藤潔『台湾』4のなかでは、政治
勢力を語る場合に言及される程度である。若林正丈『台湾抗日運動史研究 増補版』においても、
台湾地方自治連盟は「台湾議会設置請願運動の放棄と引き換え」にした地方自治制が半公選半官
選の選挙であったことを批判している5。

台湾地方自治連盟への評価が低いのは資料面での制約も考えられる。先行研究の主要な資料で
ある『台湾総督府警察沿革誌』からは、総督府に妥協した活動の姿が強調されがちである。しか
し、2014年になって、楊肇嘉の一次資料が台湾の中央研究院台湾史研究所档案館で公開される
ようになり、その評価に大幅な修正が必要となるような状況の変化が起きている。その資料は『六
然居典蔵』と呼ばれるものである。本稿では『六然居典蔵』の資料を活用する。
その際、押さえておかなければならない前提として、朝鮮と台湾の地方自治制度の違いについ

て考える時、両者が植民地化される以前においては同様な地方支配体制を持っていたことがある。
台湾においては、対岸からの移民社会が出身地の絆でまとまりつつ対峙し（分類械闘）、それが徐々
に明清中華帝国の公的な行政支配に取り込まれる中で郷紳層支配の影響も強くなった6。朝鮮に
おいては王朝体制が両班支配を通じて中央から地方までを支配した。両地域とも、地方社会の有
力者が中央官吏と結びつきつつ国家体制を支えるという特徴を共有している7。楊肇嘉が視察し
た時点では、両地域が植民地となり、伝統的な有力者の地方支配力が変化している。植民地下の
台湾地方社会を例にすれば、警察と保甲が組み合わされ、地方支配が厳しく政府（総督府）の支
配下に置かれた。だからこそ、総督府を無視して地方自治の変革を求めることは現実的ではなく、
様々な合法的手段を通じて、地方自治連盟は地方自治改革を求めることになる。
楊肇嘉は、台湾における地方自治制度の改善のために、なぜ朝鮮を視察したのだろうか。視察

が行われたのは 1933年であり、その頃は台湾総督府と拓務省が台湾の地方自治制度改正を準備
している時期でもある8。その半年前の『台湾日日新報』では、総督府が朝鮮の自治制度を参照
して台湾の自治制改革案を作成中であることが報じられている9。このような政治情勢を踏まえ
て、楊肇嘉たちは改正機運を捉えて自分たちの要望に沿った改革となるように内地や台湾の当局
者へ働きかけていたのである10。朝鮮視察もそのための働きかけの手段であったと見なすことが
できる。楊の朝鮮視察の感想では、「視察の結果私達の地方自治改革に対する確信を一層固めた。
公平に見て朝鮮の環境は台湾に勝る点は殆んどない。人材登庸と地方団体の選挙制度だけは確か
に優れて居る。就中選挙の好成績なることは最も参考になつた。」11とある。

台湾の経済力や教育レベルは朝鮮以上であるにも関わらず、それを総督府が正当に評価してい
ないと楊は考えた。しかし、統治側が植民地間での政治権利の差別を必要とするのは、被統治側
が納得するような合理的な理由によるわけではない。帝国側としては、経済的にも教育レベル的
にも朝鮮の方が不十分であるからこそ、朝鮮の地方有力者を取り込み、安定的支配を図ったとも
考えられる。それは、池秀傑が指摘するように、統治側と在地社会の有力者が一体となって支配
層を構築していたという「官僚―有志支配体制」論からも説明できる。「官僚―有志支配体制」
とは、総督府権力が朝鮮強占と同時に日本人と朝鮮人有力者（有志集団）を総動員して構築した
朝鮮（地方）支配の “組織や機構 ”、あるいは ”制度や様式 ” のことである12。朝鮮においては、

149



日本台湾学会報　第二十号（2018.7）

地方自治機関の議員として、朝鮮人を内部に包摂した後、彼らを媒介にして朝鮮の地方社会を支
配していた。
台湾地方自治連盟は、自治を担うだけの人材、教育レベル、財力が地方にもあるということを

訴えながら、自治権拡大を要求していった。この戦略の持つ意義と限界について、本論では検討
したい。

第 1節　穏健派民族運動家から見た朝鮮の地方自治

1．台湾と比較される朝鮮地方自治
楊肇嘉をはじめ、葉清耀、葉栄鐘は、台湾地方自治連盟を代表して 1933年 10月 7日から 28

日まで朝鮮を視察した。その目的は、台湾の自治を進展させるために、先行する朝鮮を視察する
ことにあった。楊らによる『朝鮮視察制度報告書』（1934年）の中では、朝鮮と台湾は同じく日
本の植民地でありながら、地方自治制の事に関しては、朝鮮が台湾に先行して施行されているの
はなぜかと問いかけ、その要因を調査するために「朝鮮全般の実情を知り、更に進んで地方自治
制度適用の実際に通ずることは台湾に於ける改革運動上他山の石」13と述べている。
この報告書の中では、朝鮮と台湾の地方自治制度の変遷についても簡略にまとめられている。
報告書では、「朝鮮は大正九年第一次齋藤総督の手に依つて地方自治制 14が敷かれ、更に昭和六
年第二次斎藤総督に依つて地方自治制の改革が断行された」と、官選議員が民選議員に置き換え
られ、諮問機関が決議機関に変ったことを指摘している。一方の台湾では、田総督によって施行
された現行制度に変化なく、官選議員による諮問機関であると批判する。
まず、楊肇嘉らが実際に視察した地名を確認すれば、 山、大邱、京城、元山、咸興、開城、

平壌、新義州などの主要都市である。また、地方都市としては、大邱から慶州、京城から永澄浦、
南面、金剛山、平壌から芝足面も視察している15。

楊肇嘉を中核とする台湾地方自治連盟は、すでに台湾地方自治の現状が時代にそぐわないもの
であり、自治権の拡大を求めて声明を出していた。ちょうど朝鮮視察の一年前の 1932年に刊行
された『台湾重要問題に就て』では、当時の台湾が置かれた状況について、地方議会がなく単な
る諮問機関としての協議会しかないことを強く批判している16。

台湾地方自治連盟は、その設立に際して地方遊説を行っている。1930（昭和 5）年から 1932（昭
和 7）年まで続けられた遊説の演説記録が楊の手元に残されている。『台湾地方自治連盟演說会
概況紀録』17である。その中から一部を取り出して、台湾民族運動家内の左右の対立の様子を確
認したい。台湾地方自治連盟は、民衆党から分離した穏健右派の人々が中心であった。そのため、
蒋渭水らを中心とする左派の民衆党員や同じく左派の農業組合系の人々からは批判を浴びてい
た。蒋渭水（1891～ 1931年）は、宜蘭出身の医師であり、政治家として台湾民衆党の中心人物だっ
た18。大正 9（1920）年に台湾議会設置請願運動に参加し、昭和 2年に台湾民衆党を組織した。元々
は楊肇嘉と共に民族運動を進めた中心的人物だった。

1931年 8月 8日の会場は、楊肇嘉の出身地である清水街であった。ここでは 5名の弁士と野
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次との応酬も激しくなっている。最初の弁士である楊維命は、「公民権及参政権」と題して演説
した。楊維命が「目下ノ制度ハ官選ニシテ官庁ノ気ニ入ル様ナ人物所謂御用紳士ナリ」と言うと、
警察官から早速、注意が入った。これに対して楊維命はさらに語気を強めたらしく、「現制度デ
ハ全ク民意ニヨラズシテ御都合主義ノミノモノニシテ官庁ノ御用ニナルベキ人物ヲ任命」してい
ると、現行の地方自治制度を批判し続けたため、演説を中止させられた。
続く二番手の葉栄鐘は「就本連盟改革案而言」の中で、台湾地方自治は真の地方自治のための

「訓練時代」とは言え、「斯之如キ不完全ナ制度」を実施するのであれば、自分は今後どうすれば
いいのかと憤った。葉は注意を受けながらも最後まで論じた。三番手の楊肇嘉は、「地方自治是
立憲治下当然的権利」と題して、「現代ノ台湾ノ大局ヨリ見テ吾人ハ大同団結ヲ要スベキ」と論
じた所、元民衆党員の林錦坤が立ち上がって「野ヒナル野次」を飛ばしたため、警察官が検束し
た。やはり楊肇嘉は弁士として狙われていることがわかる。楊は続いて現行の地方自治制度が時
代に合っていないとして、「時勢ニ合ハナイヤフナモノヲ与ヘテモ無用」であると批判した。す
ると、これに対して警察官から注意が入ったものの、楊は演説を中止されずに終えることができ
た。

報告書に戻って、その内容で目につくのは貧困問題である。貧困の原因については、「朝鮮民
衆の貧困は吾人の屡々耳にする所であるが今回実地に検分したその窮迫の状態は全く想像以上の
ものがあつた。其の原因を求めば勿論種々の理由があるであらうが、天恵の薄き点と、李朝五百
年の悪政の流毒が恐らくその最も重要なる原因ではなからうか？19」と述べている。
台湾と朝鮮との自然条件の違いが農作に与えている影響については、以下のように述べている。
楊肇嘉は自身が台中の清水の大地主であり、かつては街長を務めていた。農民の生活についての
視点は、実際の経験が反映されていると思われる。農業生産性と農民の生活が密接な関係をもっ
ていることを分かった上で、以下のように朝鮮の下層農民の貧窮問題を説明している。

   農産物は主として米、麦、豆類であつて就中米穀はその太宗を為してゐる、気候の関係で
全鮮殆んど一毛作である。

   農民の生活状態　農民は全人口二千万の八割三分を占め、農産物は総生産額の六割余を占
めてゐる。然るに農民の内約八割は細農階級（自作兼小作及純小作）である。換言せば全人
口二千万の約六割五分は細農階級である。而かも彼等は何等の資力をも有せず、且つ教育な
く、従つて自力に依り農業各般の改善向上を図ることが出来ない。唯徒に旧習に捉はれ極め
て低級な原始的生活に甘じ、僅か一銭の銅貨でさへ所持せぬ家も相当在り、又一般に高利の
負債が逐年増加し、年々食糧の不足さへ訴へ、殊に春窮期の如は野生の草木で辛じて一家の
餓死を凌いてゐる実状である。20

さらに、報告書では、拓務省の資料を引きながら 1930年から 1932年の一人あたりの米消費量
を内地と朝鮮で比較し、内地が 1石 7升 3合に対して、朝鮮は僅かに 4斗 7升 3合であるとし
て 21、朝鮮には収奪された零細農が多いことを説明している。朝鮮の農民が零細であることを説
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明する理由は、そこから税負担能力や初等教育の普及の不十分さの背景を説明するためである。
朝鮮の貧困を挙げつつ、台湾が相対的には経済も教育も勝っていることを指摘して、なぜ貧しい
朝鮮よりも豊かな台湾が地方自治制度において遅れているのかと訴える意図を持っている。地方
自治権拡大のための便法ではあるものの、朝鮮農民への関心が弱いという印象は拭えない。葉栄
鐘は同行中に、楊を「資本家根性」22の持ち主と非難する手紙を蔡培火へ送っている。たしかに
楊の貧困認識には不十分な点があった。
経済と教育の遅れは、政治的な関心の低下も招くとして、「朝鮮大多数の民衆は所謂無産意識

の下層階級であつて政治に対する関心は極めて冷淡 23」であると述べる。知識階級においても、
朝鮮社会の事情もあって熱心ではないと説く。楊は続いて詳細に、台湾と朝鮮の差異を説明する。
最初は、朝鮮人の地方税納の平均額が選挙権の条件である 5円にはるかに満たないことを挙げる。
続いて、教育レベルの遅れの説明として、面（台湾の庄、日本の村に相当）ごとに初等教育機関
を設置する基準が達成されていないことを指摘する。また、地方団体の面の予算が少なく、地方
公共事業や地方事務を賄えないとも述べている24。

報告書とは別に、楊肇嘉は朝鮮視察後の 1933年に「朝鮮視察感想の要旨」という記録も残し
ている。そこでも、楊肇嘉は大いに自信を持って台湾の地方自治の早期実現を訴えている。当時
の『台湾日日新報』の記事にも、楊肇嘉が朝鮮視察直後の 1933年 11月 2日に東京の永井拓相な
らびに拓務首脳部および中川台湾総督らを訪問して台湾地方自治制に関する政府の方針を聴取す
るとともに台湾島民の要望を力説し当局の考慮を促していることが報じられている25。訪問の様
子を含めて、楊は「朝鮮視察後中央に於て各方面の方に接見して非常時の諸問題を承り又台湾の
実情、島民の意向をも力説して参りました。中央に於ては台湾地方自治改革に対し反対を唱へる
者は殆どないといつてよい。26」と語っている。

 

2．視察同行者の葉栄鐘による批判
朝鮮視察に同行した葉栄鐘は、林献堂の秘書兼通訳を務めつつ、台湾議会設置請願運動などの

政治運動に関わった人物である。『台湾青年』や『台湾民報』などでは林献堂や楊肇嘉の論考を
代筆していたほか、林献堂の支援を受けて 1930年に日本の中央大学を卒業し、台湾地方自治連
盟ができると連盟の書記長を務めた27。林や楊に信頼されていたからこそ、葉は視察に同行した
のだろう。

朝鮮の地方自治の状況を視察する際に、楊肇嘉は台湾総督府を通じて朝鮮総督府や拓務省から
協力を得ていた。葉栄鐘の日記にも、朝鮮滞在中に一行が朝鮮総督府の各行政官から便宜を受け、
現場の府尹や郡守などの地方官に話を聞いている様子が記されている28。朝鮮の地方制度や実態
について、当局側の視点を通じて観察するおそれがあるという点では、当局に依存した視察は批
判の余地を残す29。実際、この後に検討するように、葉栄鐘は在台の蔡培火宛の書簡では朝鮮視
察を批判的に報告している。
もちろん、植民地当局の援助を受けたとしても、朝鮮地方自治の実態とその運用状況を考察す

ることは重要である。はじめにでも触れたように、地方自治制の改善のために、この時期は当局
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も台湾人も朝鮮自治制度を参照していた。だからこそ、統治側の地方自治制度に対する認識を検
証するためにも、視察する意義は大きい。しかし、楊肇嘉と並ぶ民族運動の指導者であった蔡培
火へ宛てられた葉栄鐘の書簡からは、葉の批判的な視点をうかがうことができる。この時期、楊
肇嘉は、東京に留学した台湾人の若者を中心として期待を集める存在であった。以下の 1930年
6月 12日の『台湾日日新報』の記事でも、蔡培火と並んで林献堂の片腕として活躍していたこ
とが報じられている。まず二人の立場を記事から理解したい。蔡培火は、「現在台湾民衆党の元
老格ではあるがどうも今の若い新進組に容れられぬやうである30」と報じられている。蔡は楊肇
嘉と比べて年長者でもあり、若い台湾人運動家たちからすると、敬意は払うものの、同志として
の連帯感ではやや楊肇嘉には劣る所があると見られている。一方、楊肇嘉は「新民会の中心人物
としき

ママ

重きを為してゐるのであつて在京留学生間では相当信望を担つてゐるやうである31」と紹
介されており、この時期の信望の厚さをうかがわせる。
楊肇嘉は、新民会という「本島人の専門学校以上の学生の集まり」をまとめ、彼らの間には「相

当信望を担つてゐる」とも紹介され、かなり高く評価されている。良く知られているように、『台
湾日日新報』は台湾総督府系の新聞である。そこでの高評価とは、実力者であると同時に注意す
べき対象であるという意味でもあろう。その一方で、葉栄鐘からは厳しい評価を受けている。
1933（昭和 8）年 10月 24日付で葉栄鐘が蔡培火へ送った書簡には、激烈な楊肇嘉批判が記され
ている。この資料は、楊肇嘉の手元にあった『六然居典蔵』資料ではなく、『蔡培火存於紅十字
会台湾省分会文書』32に含まれていた資料である。蔡培火は、戦後に国民党に加入し、1947（民
国 36）年からは政務委員に任命された。その後、総統府国策顧問のほか国際紅十字会〔赤十字会〕
台湾分会長に就いていたため、赤十字会関係の資料と個人文書がまとめて残された。

 培火先生
  葉清耀博士は到頭楊肇嘉氏の官僚主義と資本家根性の犠牲になった、今のところでは勿論生
命の恐れはない。然し彼の一生は完全に終りになったのだ　僕は残念で堪らない。

  過去三年間僕は一体何んの為めに働き而してこの度の旅行は何んの為に苦労してゐるのだ。
我々は果して金持ちを利用し得たか？僕は先生のこの戦術に対してツクヅク疑惑なきを得な
い。台湾の為めだ大局のためだと無理に屈服し忍従して来たことは果たして何の効果がある
か只だに彼等を増長し横暴ならしめる以外の何物でもないのだ。僕はこの度の経験によって
愈々金持の頼りにならないことを知ると共に我々の態度の誤謬の甚だしきを痛感した。これ
を清算しなければ我々は遂に民衆を飛んでもない深淵へつき落す破目になることを恐れる
（後略）33

書簡によれば、楊が短期間での強行日程のうえに、安い客席での鉄道客席を選んだために一行
は疲労していた。それが葉清耀の病気（脳溢血）になった要因である。1933年 10月 30日の日
付で、葉清耀の病状を知らせる後便には、「内務局あたりの紹介で朝鮮到るところ官庁筋から官
用自働車を繰り出して駅まで出迎ひに来属官をして案内させおまけ

ママ

御馳走までして呉れた下にも

153



日本台湾学会報　第二十号（2018.7）

置かない接待振りで百パーセント彼の官僚的優越感を満吃させられて深い深い自己陶酔 34」と、

楊肇嘉に対する当局の歓待ぶりとそれへの楊肇嘉の満足ぶりを皮肉たっぷりに知らせている。葉
栄鐘から見れば、楊肇嘉は朝鮮総督府や拓務省の官僚と同じ視点で朝鮮社会を観察していたので
はないかと不満を持ったのだろう。「官僚主義と資本家根性」を持った台湾人にとって都合のよ
い自治制度が施行され、「民衆を飛んでもない深淵へつき落す」ことになると、葉は危惧した。
つまり、葉は視察旅行中の楊肇嘉の態度を見て、楊が支配者寄りの妥協をするのではないかと思っ
たのだろう。

葉は自身の日記のなかでも、朝鮮視察について記録を残している。たとえば、10月 9日には
訪問した南山の金参与官を通じて道庁嘱託の赤木氏に慶州を案内してもらっている。そこでは郡
守の報告を聞いたり、邑〔村〕事務所の金副邑長から邑会議員の選挙について話を聞いてい
る 35。10月 11日には京城へ到着したのち、新聞社の東亜日報の宋鎮禹社長に面会している。13

日には東亜日報の金済栄氏の案内で中央高等普通学校、京城紡織株式会社を参観している。東亜
日報、中央高等普通学校、京城紡織は、いずれも金性洙（1891~1955年）が設立している。金
性洙は、地主出身の実業家であり、政治家でもあった。朝鮮総督府から見れば、楊肇嘉と同様に
民族系の有力者でもある。これらの企業、学校は金性洙を中核とするグループの拠点であり、代
表的な先行研究である木村幹の『韓国における「権威主義的」体制の成立』では、東亜日報グルー
プと呼ばれている36。楊肇嘉らが朝鮮総督府とも協調的であった人物の会社や学校を訪問してい
るというのは非常に興味深い。楊肇嘉も地主であり、台湾新報を経営しつつ、政治運動の中心で
もあったなど、両者には共通点が多い。朝鮮総督府としても、そのような類似性を意識して、楊
肇嘉の訪問先を設定したのだと思われる。
葉の日記には、地方の農村や都市の貧民街を視察したことも記されている37。いずれも訪問の
事実を記しているに過ぎないが、短い日記の中でそれらを書き残したことの意味は重要であろう。
たとえば、10月 14日には京畿道庁の木田氏に伴われて永登浦の邑を視察し、南と雲という名の
面を訪問したと記されている。その晩には、京城府副議長の金思演に依頼して宿舎へ招いたとも
記されている。

10月 18日も同様に地方官の案内によって元山の市内を巡り、その途中で朝鮮人の市場を見学
している。「その汚さと貧窮には目を背けさせる」と感想を漏らしている。同様な市内観察は平
壌へ移動した後の 10月 21日の日記にもある。この日、芝足という面〔邑〕を訪問してから、妓
生学校を見て回り、最後に普通橋付近にあった貧民窟を見たとある。この日は平壌日日新聞を訪
れてもいる。

日記は、訪問地や面会した人々についてのメモ書き程度ではあるが、なぜ蔡培火へ宛てた書簡
であれほど怒っていたのかを推測する材料となる。葉は楊と同行しながら朝鮮の名士と出会い、
朝鮮社会の貧困を目の当たりにした。楊肇嘉がどのような反応を示したのかについては日記では
一切記載されていない。しかし、おそらくは楊が朝鮮社会の庶民に対しては共感を示さなかった
のだと思われる。楊は、朝鮮視察報告書でも、「朝鮮の農民は極度の貧困」にあると指摘しつつ、
その原因として「一般民衆はその日その日の生活さへ事欠かねばそれで満足してゐて明日は又明
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日になつてから考へやうと云つた極めて絶望的な或る意味に於ては楽天的な生活態度を示してゐ
る」と言い、余りの日々の貧困のために「労働を厭ひ、安楽を貪る」と説明している38。楊肇嘉
は朝鮮の経済力の低さと地方自治との組み合わせのアンバランスさを指摘しようとするために、
朝鮮民衆に対して厳しい批判を投げかけている。
葉は楊があたかも官僚のように朝鮮民衆を見ることに反感を持ったのではないだろうか。葉が

日記に貧民街の様子を書き残したのは、楊への反発も含め、政治と貧富の差に対する意識の投影
ではなかったかと思われる。そこには、地方自治権の担い手を台湾人のどの階級に求めるのかと
いう意識もうかがうことができる。自治の恩恵を受けるのは、楊肇嘉や林献堂らのような「金持」
か、それとも蒋渭水のような無産階級か。林献堂の秘書兼通訳となった葉栄鐘は、蔡培火と同じ
く資産家の出身ではない。地主層が構成員の中心であった地方自治連盟からしてみれば、自治と
は、資産家・地方有力者にとって地方の政治に関与する機会である。一方、朝鮮でも選挙権に納
税額の基準があったように、小作人にはとうてい支払えないような納税額が地方自治参政権への
障害となっている。改正予定の地方自治制は、小作人の生活には無縁の変化であった。
葉栄鐘の書簡は、地方自治制度の在り方が社会階層の問題でもあることを教えてくれる。地主

と小作の関係は、朝鮮と台湾とで大きく異なっていた。朝鮮において、地主・小作人の対立関係
は、台湾よりもはるかに激しい形で顕在化していた。このことが、楊肇嘉ら地主層が朝鮮社会を
縁遠い存在と見なし、小作人と自分たちとの利益対立への感度を弱めた。一方では葉栄鐘の朝鮮
の零細農家への共感と、その裏返しとして楊への反感ともなった。蒋渭水達のようなラジカルな
総督府批判を楊らの地主層は必要と思わず、結果として総督府との妥協を生みやすくする。同時
にそれは朝鮮社会の中に見られた社会階層の分断や小作人への配慮を欠いた地方自治制度の問題
に対する意識を鈍らせる恐れとも繋がった。この点を次節で詳しく検討する。

第 2節　統治者にとっての地方自治の意義

1．朝鮮台湾における地主・小作の関係から見た地方社会
前節では、葉栄鐘の書簡から、地方自治制度改革の成果は地主には有益であっても、小作人の

ように資産を持たない庶民にとっては関係のないものであったことを述べた。当然ながら、小作
人の経済状態は台湾と朝鮮では異なっている。そこで、本節では、地方有力者と庶民との関係を
考えるために、先行研究に拠りながら、日本と台湾、朝鮮の小作に関する状況を概観してみたい。
そのうえで、小作関係と自治制度の果たす機能について検討する。
戦間期の日本、朝鮮、台湾における小作地率については、河合和夫の「戦間期日本、朝鮮、台
湾における 農民層分解」が詳細に研究している39。以下、小作地、小作率については断りのない
限り河合の研究による。日本の場合、1918年から田畑合計で小作地率は 46％台が続き、1929年
と 1930年の両年は 48％台に上昇したものの、それ以降は減少に転じて 1942年には 46.2％となっ

ている。田の小作地率や 51～ 53％、畑は 41.2％をピークにほぼ減少しているという違いはある
ものの、総体としては小作地率の変動は穏やかであると分析している。
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台湾の場合は、全耕地で小作地率は 1927年 56.3％、1930年 54.8％、1939年 56.3％であった。

そのうち田はそれぞれ 66.2％、66.0％、61.3％、畑は同じく 45.5％、43.4％、47.9％であった。日
本と比べると小作地率の変動が激しい。
一方、朝鮮の場合には、田畑の合計の小作地率は 1926年までは 50％台でほとんど変化してい

ないが、1927年に対前年比 1.8ポイント増の 52.5％に上昇して以後は増加傾向を示し、1942年
には 58.5％に達している。田の小作地率はすでに 1918年には 64.6％であった。1921年に 63.9％

まで減少したのちに再び増加に転じ、1936年にピークの 68.1％に達して以後はほぼ横ばいとなっ
た。これに対して、畑の小作地率は相対的に低く、1926年までは 42％台で、1927年に 46.7％に

増加して以後は持続的に増加して 1942年には 52.3％に達した。朝鮮の小作地率は田の小作地率
の高さによるものであることがわかる。
河合は、とくに日本と朝鮮とを比較して、（1）田畑とも朝鮮の方が小作地率は日本よりも高い

こと、（2）戦間期の朝鮮では地主的土地所有が一段と進展していることを指摘している40。実際、
農家階級構成についてみると、日本では 1918年から 1940年まで、自作農、自小作農、小作農の
比率は、ほぼ 3・4・3の割合で推移している。台湾は、1922年から 1942年までの自作農、自小
作農、小作農の比率は、ほぼ 3・3・4の割合で推移している。これに対して、朝鮮の場合は、
1933年以降には、自作しない地主、一部を自作して残りは小作に出す地主という区分があるため、
比較がやや複雑となる。河合は、自作しない地主のみを地主として、一部自作する地主は自作農
と分類した上で朝鮮の特徴を見ている。河合によれば、1930年代前半までは自小作農の急減、
小作農の急増という変化がみられる。自作農も 1925年の 23.1％をピークに 1932年には 19.3％ま

で低下している。1922～ 1940年までは平均して自作農、自小作農、小作農の割合は、2・3・5

の割合となっている。
以上のように、戦間期の日本、台湾、朝鮮を比較すると、地主と小作の関係は日台では変化は

少ないため、両者の対立は増加しにくい状況があり、一方の朝鮮においては地主と小作との対立
が増加しやすい状況があったと考えられる。もちろん、地主と小作との対立関係は様々な要因に
よるが、階層構成の変化は一つの重要な要因であろう。
このような小作関係を中心とした経済的な状況は、台湾と朝鮮の社会にどのような特徴をもた

らしていたのか。大正期に両地域を視察した社会学者の建部遯吾の資料から検討してみたい。
1918年の 1月 1日から『台湾日日新報』に連載された「台湾と朝鮮」と題する建部の記事が掲
載された。まず建部遯吾の経歴について説明すると、彼は明治から昭和時代前期に活躍した社会
学者で、1871（明治 4）年 3月 21日、新潟県に生まれた。1896（明治 29）年、東京帝国大学文
科大学哲学科を卒業後、1898（明治 31）年にベルリン大学へ留学する。同 34年、東京帝大の教
授となり、1903（明治 36）年に日本初の社会学研究室を創設し、1922（大正 11）年に退職する
まで教授として社会学講座を担当した。ヨーロッパの 19世紀における総合社会学とりわけコン
トの影響をうけ、日本における社会学の体系化を思弁的、総合的な立場において行い、明治時代
後期から大正時代初期の学界を牽引した41。

建部自身の説明によれば、「台湾には昨大正五年四月、台湾施政二〇年記念共進会の折に協賛
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会及総督府の御招を受けて、東洋協会会頭小松原枢府と一行を組織して其中に加わつて、初めて
遊歴視察の好機会を得た。朝鮮には今年九月初めて一遊するの機会を得たので、昨年の台湾遊歴
と相映発して頗る興味津々たるを覚えた42」ために、比較考察の記事を書くことになったという。
自分の関心が社会学にあるため、「我輩の稍々専門に近く従事して居る所が政治や経済よりも寧
ろ社会教化に在るから勢ひ斯かる点に於いて最も多くの言葉を費す43」ことになるだろうと、あ

らかじめ断っている。
建部は朝鮮と台湾について、地質や労働、教育、自然、社会的階層〔貴族層、資産家〕など幅

広く比較してそれぞれの社会の特質を検討している。朝鮮と台湾のイメージを抽象化する際に、
詩人の森田思軒を引きつつ「森田思軒と云ふ詩人が、奈良を目して、『奈良は睡き都である』と
言ふたが、如何にも朝鮮は奈良に似、台湾は神戸に肖て居るとでも言はれようか。44」と説明し
ている。朝鮮が長い王朝の歴史を持ち、「極めて優長なる、雅致に富んだる民族 45」であるのに

対して、台湾は「支那民族であるから、個人としての発達は却々驚くべきものがある。業務には
励精し、智慮はあり、体格は宜しく、却々有望なる民族 46」であると評している。ここから、台
湾社会について、「性質も稍々立勝つて居ると云ふ訳で、之を治め之を導いて行くには相当に骨
が折れることは、其長所に伴ふ事柄として覚悟せねばならぬ」という見方をする。朝鮮社会につ
いては、「大体に於て、穏やかで、柔和で、而して物事に齷齪たらざる」という長所を持つが、「其
長所に伴ふ一二の欠点としては、兎角物事に励精すると云ふ風が聊か欠けて居るらしい、息を吐
かずに仕事をするとか、或は計画的に物事を纏めて行くとか云ふことは、什うも余り長ぜざる」
と分析している。
とくに両社会における社会階層については、朝鮮には貴族が多く、台湾には見られないと指摘

する。一方で財産家（資産家）は台湾に多く、朝鮮には少ないという好対照があると分析してい
る47。朝鮮に財産家がないのは、帝王によって財も権力も支配されていたからだという。朝鮮に
おける貴族層の存在と台湾におけるその不在から、建部は朝鮮には党派性があり、「台湾には斯
くの如きものあるを聞かぬ」とも述べている48。

では、政治的に活発な朝鮮社会に対して、朝鮮総督府はどのように対峙したのか。党派に分か
れて政治活動を行うことのないよう、地方の朝鮮人有力者を安定的に支配するために、地方自治
の仕組みはどうなっていたのか。姜再鎬は、日本植民地下の朝鮮の地方自治制を検討する際に、
朝鮮王朝の地方制度がどのような構造を持っていたのかを分析している49。地方区画、その区画
ごとに置かれた行政官については、1865年に編纂された朝鮮国法典である『大典会通』に詳しい。
それによれば、李氏朝鮮の首都である漢城府には判尹、4つの古都である留守府に留守、8つの

道に道観察使、5つの府に府尹、5つの大都護府に大都護府使、20の牧に牧使、75の都護府に都
護府使、77郡に郡守、148県に県監がそれぞれ置かれていた50。府尹以下の県監までは一般には
守令と総称された。姜再鎬は、郡衙を末端の地方官衙として、李氏朝鮮王朝時代の地方行政を説
明している。単位としての郡は、いくつかの面の集合からなる行政機構であった。面はいくつか
の里から構成され、里はいくつかの戸からなる自然村であった。中央から派遣される郡令は、在
地の土着門閥層〔在地両班層〕と協力する必要があった。留郷所あるいは郷庁と呼ばれる在地行
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政機関は、「国家の公式的な官僚機構ではなく、郷村自治機構」51ではあったが、そこに勤務する
郷吏は、郡守の補佐として戸籍事務や徴税、郡衙内の人事や会計、堤堰管理、貧民救恤などにあ
たった。また郡下の人民から官衙に提出される報告や請願を審議するなど公務を担っていた。
ここで、日本の植民地時代において、地方支配がどのようなものであったのか考えたい。楊肇
嘉たちが視察した時期に近い 1928年の地方議会の記録として、池秀傑の論文では公州の面協議
会会議録を利用している52。池の「会議録」の分析によれば、会議では議論はなく、朝鮮人の面
協議会員はほぼ発言すらしていなかったという。また、面協議会員のあらゆる提案が受け入れら
れていなかったともいう。このことを評して、池は面協議会員が実際には行政参与の権限をほと
んどもっていなかったと考えている。そして、こうした事情は、1931年の地方自治制改正後も
同様であったと推測している。
では、朝鮮人の面協議会員たちは、何を目的として協議会員になったのであろうか。池は、「そ

れは面協議会員（邑会議員）といういわば公職者としての肩書きが、“公式部門の政治 ” ではなく、
多様な “非公式部門の政治 ”（裏取引の政治）をなしうる一種の “身分証 ” のようなものであっ
たからである。53」と考える。公職につくことで、陳情を政府へ通しやすくなるというのだ。池
は日本時代の『東亜日報記事索引』を調べ、大部分の民願・陳情事件は、①道庁、学校、税務署、
法院など、官公署誘致、②鉄道、道路、港湾など、社会間接資本誘致、③水利組合設置反対、④
戸別税などの各種賦課金、⑤工場誘致および市場設置許可問題、などと関連して発生したと指摘
している54。

台湾地方自治連盟が視察した時期の朝鮮では、一見すると地方自治が進んでいるように見える。
しかしながら、協議会員として地方行政へ参加する仕組みが重要なのではなく、実際には陳情を
仲介するための資格として協議会員が機能していた。地方政治への関わり方は公式な制度による
ものではなかったのである。

2．台湾地方自治連盟の合理的な誤算
台湾における地方自治の推進は、地方行政に台湾人の民意を反映することを目指したものだっ

た。現状の台湾社会において、楊肇嘉ら台湾地方自治連盟は自治権が不十分であると判断してい
た。だからこそ、制度的に先を行く朝鮮を視察し、台湾においても同様な権利を付与するように
当局に求めたのである。しかし、前節に見るように、制度的な地方自治と実態としての地方自治
には乖離があった。楊肇嘉は、朝鮮の実態ではなく、制度を見て、台湾の自治権を拡大するため
の論拠に利用しようとした。
朝鮮社会では、台湾に比べて貧富の格差が大きかったと思われる。だからこそ、池が言うよう
に「官僚―有志支配体制」を必要としていた。一方の台湾においては、台湾地方自治連盟の構成
員が在地地主層であり、地域社会に根を張る存在であったことは、朝鮮社会と大きく異なる。だ
からこそ、楊肇嘉の主導する地方自治連盟と、蒋渭水の主導する民衆党との対立に見られるよう
に、小作関係を問題視するか否かは、台湾全島を巻き込むような政争とはならず、あくまでも台
湾人民族運動家のなかでの勢力争いという次元にとどまった。
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では、なぜ楊肇嘉たちは漸進的な改善に期待し続けたのであろうか。二つの点から検討してみ
たい。一つは、前項で見たような地主層の地方支配力の安定性であり、もう一つは当局に対して
合法的な合理性で勝負できると考えたことである。
前項で見たように、地主と小作の関係においては、台湾と朝鮮は置かれている状況が大きく異

なった。楊肇嘉からすれば、むしろ小作関係を含めて経済的にも良好な台湾であるからこそ、朝
鮮の地方自治制を台湾に適用することは何の問題もないと考えていた。そのような考え方をうか
がわせる資料として、帝国地方行政学会『地方行政』の 1934年 8月号に掲載された楊肇嘉の「台
湾統治の再認識を要望」という論考が挙げられる。本誌は各省庁の官吏や大学の研究者が寄稿す
る雑誌である。この論考は朝鮮への視察結果を踏まえたものであり、そこでは朝鮮の地方自治を
「羨望」するとともに、台湾の方が好条件を備えているのにもかかわらず自治制で後れをとって
いることは「了解し兼ねる」と率直に述べている。
楊にしてみれば、台湾の経済力、教育レベルは朝鮮以上なのに政治的権利が低いと指摘し、当

局を批判する意図があったのだろう55。『地方行政』は、寄稿者こそ内務系官僚が多いものの、
民間の雑誌であるため、このような批判を掲載することができたのだと思われる。統治者の視点
に立ってみれば、政治的な権利の多寡はその支配地域の意義付けが異なることによるものである
のだろう。朝鮮の地主と小作の比率を見れば、むしろ現地の支配層を取り込まなければ、社会が
安定しないという見方もできる。まさに、池秀傑がいう所の「官僚―有志支配体制」が求められ
る背景である。しかし、楊肇嘉にとってみれば政治的な不平等としか思われない。
実際、同号に掲載されている早稲田大学教授の高橋清吾「自治と分権」によれば、内地におけ

る地方自治の拡大という例ではあるものの、「『地方自治』の拡大は一に地方民の実力如何に繋つ
てゐる」56と、楊と同じ指摘をしている。高橋は（1891～ 1939）大正 -昭和時代前期の政治学者 57で、

宮城県出身、1891（明治 24）年 3月 3日生まれた。アメリカのコロンビア大に留学し、チャー
ルズ・Ａ・ビアードに師事した。帰国後、母校早大の講師をへて大正 8年から教授となる。実証
的・科学的立場から日本の政治科学の確立につとめた。1939（昭和 14）年 1月 17日死去。享年
49歳。著作に『現代政治の科学的観測』、『政治科学原論』などがある。早稲田大学が自前で教
員を育成するようになった 2番めの教員で、1番目は大山郁夫である。大山は 2年間をシカゴ大
学で過ごし、続いてヨーロッパへ渡り、ミュンヘン大学にも 2年間在籍した。高橋も早稲田大学
留学生としてコロンビア大学に 4年間留学し、修士（1916年）と博士（1917年）を修めている。
その後、指導教授であったビアードはニューヨーク市政調査会の公務員研修所長へ異動している。
高橋も博士学位の取得後に、1918年 7月までニューヨーク市政調査会で市政調査研究に当たっ
てから帰国している。ビアードは、東京市政調査会を創設したばかりの後藤新平の招きに応じて
1922年 9月から 1923年 3月 15日まで日本を訪れ、後藤の顧問となった。帰米後、関東大震災
が起こると再来日し、東京の復興計画にも助言した。
純粋な論理で総督府と対抗しようとするのであれば、楊肇嘉が経済力と教育レベルによって植

民地における地方自治を考えるのは当然である。実際、高橋は上記論文の中で「地方民が地方自
治の信念を強くもつやうになるのは、主として地方民が実力を有するからである。少くとも両者
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はつねに相伴つて進むものであつて、イギリス自治領の進みつゝある道はこれを有力に証明して
ゐる。58」とも述べており、英領の自治領を事例にしつつ、地方自治の一般論として地方自治進
展と地方民の実力を論じている。しかし、植民地における自治権は、異民族をいかに統治するか
という民族問題と切り離して考えることはできない。したがって、内地において帝国議会や拓務
省が好意的に台湾地方自治を考えていたとしても、台湾総督府の立場からすれば民族の違いが大
きな要因となったと思われる。蒋渭水らのような小作人側の立場とは距離を取りつつ、安定した
小作関係を背景にして楊肇嘉ら地方自治連盟は自分たちの思うように自治運動を進めていった。
それに対して、総督府側も臨監の警察官が、蒋渭水らの左派をたびたび演説妨害で排除したよう
に、穏健派である右派の地方自治連盟を支持した。これは朝鮮における官僚―有志支配体制とも
通じる構図である。
台湾総督府から見れば、台湾の地方社会が穏健右派の支配力で安定しているのであれば、こと

さらに急いで地方自治権を拡大する必要はない。したがって、楊肇嘉らの穏健的な態度がかえっ
て改革のスピードを緩やかにするという「逆説」が起こっていた。ただし、台湾のように地主層
による地方支配力の強さがある反面で地方自治権が制約されているという状況と、朝鮮社会の地
主層と小作層が厳しく対立しつつも地方自治制度が先行するという状況は、一概に優劣を判断で
きないとも言えるだろう。

おわりに

楊肇嘉が朝鮮地方自治を視察した時に、同伴者の葉は、「金持」の楊が民衆への同情が弱いと
批判した。たしかに、楊が朝鮮と台湾の地方自治制度の衡平を求める時に、その合理性は台湾総
督府と共有されていた。また、それは朝鮮総督府と「親日派」朝鮮人が共有していた統治観念と
も共通する。朝鮮においては、植民地統治体制の中で地方有力者層が「親日派」として体制へ取
り込まれつつ、経済的には社会上層の親日派が下層民を収奪するという状況を作り出している。
これに対して、台湾においては地主と小作との関係は相対的には穏やかな関係であった。しかし、
葉の観察にあったように、統治者と地主層は支配層であり、小作層は収奪される立場である。楊
肇嘉は自らが統治者への融和的な思考を持っていることへの認識は弱かったといえるだろう。
経済的な搾取が苛烈になれば、地主は恨まれるため、地主は地方の名士としての社会的な貢献

を果たしつつ、地方紳士としての声望を維持する必要があった。楊の視察を考察することでわか
るのは、地方有力者が時に無意識のうちに権力者の視点を共有してしまうことである。
しかし、そのような楊肇嘉でさえも、日本人からは強い批判を浴びた。代表的なものが、江藤
新平の甥であり、軍人出身の政治家であった江藤源九郎（1879～ 1957年）59であった。江藤は
自治制の前に同化が必要であると主張する60。江藤は台湾人の同化が不十分なまま自治制が進め
ば、「地方自治制を踏台として民族自決が激発する惧は、愛蘭及び印度の実例が如実に之を立証
してゐる61」と、警戒する。
江藤は朝鮮の地方自治制は認め、台湾には反対する。「本島人は三千年来自ら自身で台湾の統
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治に責任を持ったことがなく、長い伝統により政治的訓練や自治的素養は全く欠如してゐる。こ
れに対して朝鮮民衆は古来より幾多の独立国家の興亡史を通じて、政治的訓練が養成されてき
た。62」という理由から、江藤は朝鮮の自治を認めている。
江藤の論理の興味深い点は、「朝鮮民衆」が「古来」からの「政治的訓練」を経てきたという
部分にある。ここから江藤は、朝鮮民衆が政府によって政治的に「養成されてきた」という受動
的な政治経験を評価している。台湾人に対しては、江藤は「政治的訓練や自治的素養は全く欠如」
していると述べる。江藤の言う自治的素養とは、自主的に地方政治を運用する能力ではなく、あ
くまでも政府からの自治政策を受け入れてきたか否かという文脈であることが分かる。
奇しくも、楊肇嘉の掲げる自治は、地方のことを地方で決める自治である。しかし、江藤が望
んだのは、台湾総督府の地方行政機能としての上からの「自治」であり、台湾人が受け身で自治
行政を実施することである。これは官治行政の一種であって、本来の地方自治ではない。楊肇嘉
は葉栄鐘から見れば、「金持」の限界を抱えていたのかもしれないが、それでもお仕着せの官治
の地方自治を求めなかった。こののち、台湾総督府は 1935年に地方自治制度を改正する。それは、
江藤のような上からの自治でもなく、楊肇嘉の求める下からの自治でもなく、それらの折衷案の
ようなものだった。行政単位の州、市、街、庄は、行政機関と自治体の二重性格を持った。州に
は議決機関としての州会が置かれ、州会議員の半数は総督の任命、半数は市会議員・街庄協議会
員が選挙する。市には任命制の市伊（市長）の下に議決機関の市会が置かれ、半数は州知事の任
命、半数は所得制限と男子 25歳の有権者による制限選挙で選ばれた。街庄では街長・庄長が任
命され、その下に協議会が置かれ、半数が公選された。
この改正の要点は、地方において台湾人が選挙を通じて議員となり、地方政治の予算や議決に
関与することが出来るようになったこと、そして 5州 9市 263街庄に法人格が付与され、州会、
市会が議決機関となったことである63。議決機関に昇格した州会では、歳入出予算の決定、決算
報告、使用料・手数料・州税・賦課徴収、起債、基本財産・積立金穀の設置・管理および処分、
継続費・特別会計の設定などについての議決権を有していた。また州会は、州の公益に関して意
見を答申できたし、行政庁の諮問に答申する義務も持っていた、州会とともに議決機関となった
市会では、このほかに市条例の設置・改廃ができた64。

台湾地方自治連盟は、地方自治制度の改善において、朝鮮に遅れを取ったが、地域社会におけ
る支配力と経済力、教育レベルの高さを踏まえれば、朝鮮の地方有力者よりも一段と深く地域と
結びつきながら地方自治を推し進める基盤を手に入れた。しかし、それは同時に地方有力者が地
方社会の民衆との関係をどのように再構築するかという課題に直面したことも意味する。台湾地
方自治連盟は、新しい地方自治制度で台湾社会を包摂する可能性を持つと同時に、地方紳士の意
識を超えて民衆とどこまで連帯できるのかという大きな課題も背負うことになったのである。

本研究は JSPS 科研費 JP15H01933, JP17H06337 の助成を受けたものです。
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history.htm、2013年 1月 6日閲覧による。

　2 周明同上書、年表参照。
　3 許世楷『日本統治下の台湾 抵抗と弾圧』、東京大学出版会、1972年、393頁。
　4 伊藤潔『台湾―四百年の歴史と展望』、中央公論新社、1993年。
　5 若林正丈『台湾抗日運動史研究 増補版』、研文出版、 2001年、169頁。
　6 林淑美『清代台湾移住民社会の研究』、汲古書院、2017年、7-12頁。
　7 中国の地方社会については、尾形勇・岸本美緒編『世界各国史 3　中国史』山川出版社、1998年。朝鮮の地

方社会については、宮嶋博史『両班 李朝社会の特権階層』、中央公論新社、1995年、武田幸男編『世界各国
史 2　朝鮮史』、山川出版社、 2000年、213-215頁。

　8 「台湾の自治問題 中川総督、拓相と懇談」『読売新聞』1933年 10月 7日朝刊。
　9 「自治案の内容を総督に詳細説明 きのふ長官其他から」『台湾日日新報』1933年 4月 25日。
 10 野口真広『植民地台湾の自治』、早稲田大学出版部、 2017年、268-269頁。
 11 『朝鮮視察感想の要旨』、台湾：中央研究院台湾史研究所所蔵『六然居典蔵』、1933年、LJK_04_06_0281171。
 12 池秀傑「日帝時期の在朝鮮（邑単位）日本人社会と朝鮮の “地方自治 ”」宮嶋博史・金容徳編『近代交流史と
相互認識Ⅱ―日帝支配期』、慶應義塾大学出版会、2005年、注 (8)参照。

 13 台湾地方自治連盟『朝鮮地方制度視察報告書』、台湾地方自治連盟、1934年、2頁。
 14 大正 9（1920）年の朝鮮での地方自治制導入は、1919年の三一運動による朝鮮社会の動揺に対応して行われ
たものであった。若林正丈「総督政治と台湾土着地主資産階級――公立台中中学校設立問題、1912－ 1915年」
『アジア研究』29巻 4号、アジア政経学会、1983年。

 15 同上。
 16 『台湾重要問題に就て』、台湾：中央研究院台湾史研究所所蔵『六然居典蔵』、LJK_04_06_0241158、楊肇嘉事務所、

1932年 11月。
 17 『台湾地方自治連盟演說会概況紀録』、台湾：中央研究院台湾史研究所所蔵『六然居典蔵』、LJK_04_05_0131095。
 18 「蒋渭水」、前掲『台湾史小辞典』、187頁。
 19 前掲『朝鮮地方制度視察報告書』、19-20頁。
 20 同上、20-21頁。
 21 同上、21頁。
 22 「葉栄鐘所寄信函」、台湾：中央研究院台湾史研究所所蔵『蔡培火存於紅十字会台湾省分会文書』、

3TPH_03_01_002。
 23 同上、37頁。
 24 「朝鮮視察感想の要旨」、台湾：中央研究院台湾史研究所所蔵『六然居典蔵』、LJK_04_06_0281171。
 25 「自治連盟代表が拓相総督を訪問」『台湾日日新報』1933年 11月 3日。
 26 前掲「朝鮮視察感想の要旨」。
 27 『日拠下台湾政治社会運動史 上』、台湾：晨星出版、 2000年、14頁。
 28 葉栄鐘『葉栄鐘日記　上』、台中：晨星出版 2002年、65-69頁。
 29 植民地当局の協力による視察がはらむ問題については、2016年 2月 13日の韓国日本学会（開催校：誠信女子

大学）における報告（座長：李炯植 高麗大学）の際にも、フロアーから複数の指摘を受けた。
 30 「新台湾人国記（六）　自治促進會の中心的人物　（B）蔡培火、楊肇嘉両君」『台湾日日新報』1930年 6月 12日。
 31 同上。
 32 前掲「葉栄鐘所寄信函」、3TPH_03_01_002。
 33 同上。
 34 同上。
 35 前掲、葉書、66頁。
 36 木村幹『韓国における「権威主義的」体制の成立』、ミネルヴァ書房、 2003年。
 37 以下の日記の記載は、前掲葉書による。
 38 前掲『朝鮮地方制度視察報告書』、24-25頁。
 39 河合和男「戦間期日本、朝鮮、台湾における 農民層分解」、『社会科学雑誌』第 16 巻、奈良学園大学社会科学

162



台湾地方自治連盟による 1933年の朝鮮地方自治制度視察の意義（野口）

学会、2016 年 12 月、7-8頁。
 40 同上、9頁。
 41 「建部遯吾」『国史大辞典』、Japan Knowledge Lib、2017年 10月 10日閲覧。
 42 建部遯吾「台湾と朝鮮（1）」『台湾日日新報』1918年 1月 1日。
 43 同上。
 44 同上。
 45 建部遯吾「台湾と朝鮮（2）」『台湾日日新報』1918年 1月 2日。
 46 同上。
 47 建部遯吾「台湾と朝鮮（3）」『台湾日日新報』1918年 1月 2日。
 48 同上。
 49 以下、断りのない限り、姜再鎬『植民地朝鮮の地方制度』、東京大学出版会、2001年、9-11頁を参照。
 50 姜再鎬『植民地朝鮮の地方制度』、東京大学出版会、2001年、9頁。
 51 李成茂「朝鮮時代における両班の郷村支配と郷約」『国際研究集会報告書』Vol.22、国際日本文化研究センター、

2004年、333頁。http://id.nii.ac.jp/1368/00002848/. 2017年 10月 12日閲覧。
 52 池秀傑「日帝時期の在朝鮮（邑単位）日本人社会と朝鮮の “地方自治 ”」宮嶋博史・金容徳編『近代交流史と
相互認識Ⅱ―日帝支配期』、慶應義塾大学出版会、2005年、94-95頁。

 53 同上、95頁。
 54 同上、97頁。
 55 楊肇嘉「台湾統治の再認識を要望」『地方行政』、帝国地方行政学会、1934年 8月、68頁。
 56 高橋清吾「自治と分権」『地方行政』、帝国地方行政学会、1929年 1）、16頁。
 57 高橋の経歴については、『日本人名大辞典』Japan Knowledge Lib　2017年 10月 11日閲覧。高橋とビアードの
関係については、内田満「高橋清吾と C・A・ビーアド」『日本政治学の一源流』、早稲田大学出版部、2000年、
151-152頁、159-161頁。

 58 前掲高橋論文、16頁。
 59 「江藤源九郎」『国史大辞典』、吉川弘文館 Japan Knowledge Lib、2017年 10月 12日閲覧。
 60 江藤源九郎『台湾地方自治制即行反対論』、政治批判社、1934年、28頁。
 61 同上書、10頁。
 62 同上書、16頁。
 63 地方自治制度の説明は、近藤正己『総力戦と台湾』、刀水書房、1996年、199頁による。
 64 同上、199頁。謝政徳『植民地時代末期台湾の「地方議会」とその実態―支配と抵抗のはざま―』（富士ゼロッ

クス小林節太郎記念基金 2012年）。15-17頁。

 （2017年 10月 12日投稿受理、2018年 4月 27日採用決定）

163



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo true
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /@JustEditMark
    /Abstrakt
    /AcademyEngravedLetPlain
    /ACaslonPro-Bold
    /ACaslonPro-BoldItalic
    /ACaslonPro-Italic
    /ACaslonPro-Regular
    /ACaslonPro-Semibold
    /ACaslonPro-SemiboldItalic
    /AdobeArabic-Bold
    /AdobeArabic-BoldItalic
    /AdobeArabic-Italic
    /AdobeArabic-Regular
    /AdobeDevanagari-Bold
    /AdobeDevanagari-BoldItalic
    /AdobeDevanagari-Italic
    /AdobeDevanagari-Regular
    /AdobeFangsongStd-Regular
    /AdobeFanHeitiStd-Bold
    /AdobeGothicStd-Bold
    /AdobeHebrew-Bold
    /AdobeHebrew-BoldItalic
    /AdobeHebrew-Italic
    /AdobeHebrew-Regular
    /AdobeHeitiStd-Regular
    /AdobeKaitiStd-Regular
    /AdobeMingStd-Light
    /AdobeMyungjoStd-Medium
    /AdobeNaskh-Medium
    /AdobePiStd
    /AdobeSansMM
    /AdobeSerifMM
    /AdobeSongStd-Light
    /AdobeThai-Bold
    /AdobeThai-BoldItalic
    /AdobeThai-Italic
    /AdobeThai-Regular
    /African
    /AGaramondPro-Bold
    /AGaramondPro-BoldItalic
    /AGaramondPro-Italic
    /AGaramondPro-Regular
    /AGaramondPro-Semibold
    /AGaramondPro-SemiboldItalic
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /Aharoni-Bold
    /AJensonPro-Bold
    /AJensonPro-BoldIt
    /AJensonPro-It
    /AJensonPro-Lt
    /AJensonPro-LtIt
    /AJensonPro-Regular
    /AJensonPro-Semibold
    /AJensonPro-SemiboldIt
    /AK-Crayon
    /Alba
    /AlbaMatter
    /AlbaSuper
    /AlbertusExtraBoldW1
    /AlbertusMediumW1
    /AlbertusMT
    /AlbertusMT-Italic
    /AlbertusMT-Light
    /Algerian
    /Amienne
    /Amienne-Bold
    /Andalus
    /AngsanaNew
    /AngsanaNew-Bold
    /AngsanaNew-BoldItalic
    /AngsanaNew-Italic
    /AngsanaUPC
    /AngsanaUPC-Bold
    /AngsanaUPC-BoldItalic
    /AngsanaUPC-Italic
    /AntiqueOlive-Bold
    /AntiqueOlive-Compact
    /AntiqueOlive-Italic
    /AntiqueOlive-Roman
    /AntiqueOliveW1
    /AntiqueOliveW1Bold
    /AntiqueOliveW1Italic
    /Aparajita
    /Aparajita-Bold
    /Aparajita-BoldItalic
    /Aparajita-Italic
    /Apple-Chancery
    /ArabicTypesetting
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /ArnoPro-Bold
    /ArnoPro-BoldCaption
    /ArnoPro-BoldDisplay
    /ArnoPro-BoldItalic
    /ArnoPro-BoldItalicCaption
    /ArnoPro-BoldItalicDisplay
    /ArnoPro-BoldItalicSmText
    /ArnoPro-BoldItalicSubhead
    /ArnoPro-BoldSmText
    /ArnoPro-BoldSubhead
    /ArnoPro-Caption
    /ArnoPro-Display
    /ArnoPro-Italic
    /ArnoPro-ItalicCaption
    /ArnoPro-ItalicDisplay
    /ArnoPro-ItalicSmText
    /ArnoPro-ItalicSubhead
    /ArnoPro-LightDisplay
    /ArnoPro-LightItalicDisplay
    /ArnoPro-Regular
    /ArnoPro-Smbd
    /ArnoPro-SmbdCaption
    /ArnoPro-SmbdDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalic
    /ArnoPro-SmbdItalicCaption
    /ArnoPro-SmbdItalicDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalicSmText
    /ArnoPro-SmbdItalicSubhead
    /ArnoPro-SmbdSmText
    /ArnoPro-SmbdSubhead
    /ArnoPro-SmText
    /ArnoPro-Subhead
    /Arnprior
    /AZ-BTSCS
    /AZ-FSCS
    /AZ-HTCS
    /AZ-HTCST
    /AZ-KSCS
    /AZ-LSCS
    /AZ-WBCS
    /AZ-XSCS
    /AZ-XSCST
    /AZ-XSHCS
    /AZ-YHCS
    /AZ-YTCS
    /BabyKruffy
    /BaskervilleBT-Bold
    /BaskervilleBT-BoldItalic
    /BaskervilleBT-Italic
    /BaskervilleBT-Roman
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BatangChe
    /Bauhaus93
    /Baveuse
    /BellaDonna
    /BellGothicStd-Black
    /BellGothicStd-Bold
    /BellGothicStd-Light
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /BernhardTangoBT-Regular
    /Berylium
    /Berylium-BoldItalic
    /BickhamScriptPro-Bold
    /BickhamScriptPro-Regular
    /BickhamScriptPro-Semibold
    /BIG5Gothic
    /BIG5Mincho
    /BIG5PGothic
    /BIG5PMincho
    /Biondi
    /Biondi-Light
    /BirchStd
    /BlackadderITC-Regular
    /BlackoakStd
    /BlueHighway
    /BlueHighway-Bold
    /BlueHighwayCondensed
    /BlueHighwayDType
    /BlueHighwayLinocut
    /BodoniMT
    /BodoniMTBlack
    /BodoniMTBlack-Italic
    /BodoniMT-Bold
    /BodoniMT-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed
    /BodoniMTCondensed-Bold
    /BodoniMTCondensed-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed-Italic
    /BodoniMT-Italic
    /BodoniMTPosterCompressed
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Boopee
    /Boopee-Bold
    /BradleyHandITC
    /BritannicBold
    /Broadway
    /BroadwayBT-Regular
    /BroadwayEngravedBT-Regular
    /BrowalliaNew
    /BrowalliaNew-Bold
    /BrowalliaNew-BoldItalic
    /BrowalliaNew-Italic
    /BrowalliaUPC
    /BrowalliaUPC-Bold
    /BrowalliaUPC-BoldItalic
    /BrowalliaUPC-Italic
    /BrushScriptMT
    /BrushScriptStd
    /BurnstownDam
    /Byington
    /Byington-Bold
    /Byington-Italic
    /CaflischScriptPro-Regular
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /Calibri-Light
    /Calibri-LightItalic
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /CarbonBlock
    /Castellar
    /CataneoBT-Regular
    /CatholicSchoolGirlsIntlBB
    /Catriel
    /Catriel-Bold
    /Catriel-BoldItalic
    /Catriel-Italic
    /Centaur
    /CentaurMTStd
    /CentaurMTStd-Bold
    /CentaurMTStd-BoldItalic
    /CentaurMTStd-Italic
    /CentennialLTStd-Black
    /CentennialLTStd-BlackItalic
    /CentennialLTStd-Bold
    /CentennialLTStd-BoldItalic
    /CentennialLTStd-Italic
    /CentennialLTStd-Light
    /CentennialLTStd-LightItalic
    /CentennialLTStd-Roman
    /Century
    /CenturyExpandedLTStd
    /CenturyExpandedLTStd-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldstyleBold
    /CenturyOldstyle-Bold
    /CenturyOldstyleBT-Bold
    /CenturyOldstyleBT-Italic
    /CenturyOldstyleBT-Roman
    /CenturyOldstyleItalic
    /CenturyOldstyle-Italic
    /CenturyOldstyleRoman
    /CenturyOldstyle-Roman
    /CenturyOldStyleStd-Bold
    /CenturyOldStyleStd-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Regular
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbookBT-Bold
    /CenturySchoolbookBT-BoldCond
    /CenturySchoolbookBT-BoldItalic
    /CenturySchoolbookBT-Italic
    /CenturySchoolbookBT-Monospace
    /CenturySchoolbookBT-Roman
    /CenturySchoolbook-Italic
    /CenturyStd-Bold
    /CenturyStd-BoldCondensed
    /CenturyStd-BoldCondensedIt
    /CenturyStd-BoldItalic
    /CenturyStd-Book
    /CenturyStd-BookCondensed
    /CenturyStd-BookCondensedIt
    /CenturyStd-BookItalic
    /CenturyStd-HandtooledBold
    /CenturyStd-HandtooledBoldIt
    /CenturyStd-Light
    /CenturyStd-LightCondensed
    /CenturyStd-LightCondensedIt
    /CenturyStd-LightItalic
    /CenturyStd-Ultra
    /CenturyStd-UltraCondensed
    /CenturyStd-UltraCondensedIt
    /CenturyStd-UltraItalic
    /ChaparralPro-Bold
    /ChaparralPro-BoldIt
    /ChaparralPro-Italic
    /ChaparralPro-LightIt
    /ChaparralPro-Regular
    /CharlemagneStd-Bold
    /CheerScriptEdgeBold
    /CheerScriptROUNDRegular
    /Chick
    /Chiller-Regular
    /cinecaption
    /ClarendonCondensedW1Bold
    /Cmb10
    /Cmbsy10
    /Cmbsy6
    /Cmbsy7
    /Cmbsy8
    /Cmbsy9
    /Cmbx10
    /Cmbx12
    /Cmbx5
    /Cmbx6
    /Cmbx7
    /Cmbx8
    /Cmbx9
    /Cmbxsl10
    /Cmbxti10
    /Cmcsc10
    /Cmcsc8
    /Cmcsc9
    /Cmdunh10
    /Cmex10
    /Cmex7
    /Cmex8
    /Cmex9
    /Cmff10
    /Cmfi10
    /Cmfib8
    /Cminch
    /Cmitt10
    /Cmmi10
    /Cmmi12
    /Cmmi5
    /Cmmi6
    /Cmmi7
    /Cmmi8
    /Cmmi9
    /Cmmib10
    /Cmmib6
    /Cmmib7
    /Cmmib8
    /Cmmib9
    /Cmr10
    /Cmr12
    /Cmr17
    /Cmr5
    /Cmr6
    /Cmr7
    /Cmr8
    /Cmr9
    /Cmsl10
    /Cmsl12
    /Cmsl8
    /Cmsl9
    /Cmsltt10
    /Cmss10
    /Cmss12
    /Cmss17
    /Cmss8
    /Cmss9
    /Cmssbx10
    /Cmssdc10
    /Cmssi10
    /Cmssi12
    /Cmssi17
    /Cmssi8
    /Cmssi9
    /Cmssq8
    /Cmssqi8
    /Cmsy10
    /Cmsy5
    /Cmsy6
    /Cmsy7
    /Cmsy8
    /Cmsy9
    /Cmtcsc10
    /Cmtex10
    /Cmtex8
    /Cmtex9
    /Cmti10
    /Cmti12
    /Cmti7
    /Cmti8
    /Cmti9
    /Cmtt10
    /Cmtt12
    /Cmtt8
    /Cmtt9
    /Cmu10
    /Cmvtt10
    /CODE39
    /ColonnaMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CompactaBT-Black
    /CompactaBT-Bold
    /CompactaBT-BoldItalic
    /CompactaBT-Italic
    /CompactaBT-Light
    /CompactaBT-Roman
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlack
    /CooperBlackStd
    /CooperBlackStd-Italic
    /CooperBT-Black
    /CooperBT-BlackItalic
    /CooperBT-Bold
    /CooperBT-BoldItalic
    /CooperBT-Light
    /CooperBT-LightItalic
    /CooperBT-Medium
    /CooperBT-MediumItalic
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothicBT-Bold
    /CopperplateGothicBT-BoldCond
    /CopperplateGothicBT-Heavy
    /CopperplateGothicBT-Roman
    /CopperplateGothicBT-RomanCond
    /CopperplateGothic-Light
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CordiaNew
    /CordiaNew-Bold
    /CordiaNew-BoldItalic
    /CordiaNew-Italic
    /CordiaUPC
    /CordiaUPC-Bold
    /CordiaUPC-BoldItalic
    /CordiaUPC-Italic
    /Coronet-Regular
    /CoronetW1Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CourierStd
    /CourierStd-Bold
    /CourierStd-BoldOblique
    /CourierStd-Oblique
    /CreditValley
    /CreditValley-Bold
    /CreditValley-BoldItalic
    /CreditValley-Italic
    /Croobie
    /CurlzMT
    /CW-B5Gothic
    /CW-B5Mincho
    /CW-GBFangSong
    /CW-GBGothic
    /CW-GBGothicCPY1
    /CW-GBGothicCPY2
    /CW-GBGothicCPY3
    /CW-GBGothicCPY4
    /CW-GBGothicCPY5
    /CW-GBGothicCPY6
    /CW-GBGothicLCPY1
    /CW-GBGothicLCPY2
    /CW-GBGothicLCPY3
    /CW-GBGothicLCPY4
    /CW-GBGothicLCPY5
    /CW-GBGothicLCPY6
    /CW-GBGothicLPY1
    /CW-GBGothicLPY2
    /CW-GBGothicLPY3
    /CW-GBGothicLPY4
    /CW-GBGothicLPY5
    /CW-GBGothicLPY6
    /CW-GBGothicPY1
    /CW-GBGothicPY2
    /CW-GBGothicPY3
    /CW-GBGothicPY4
    /CW-GBGothicPY5
    /CW-GBGothicPY6
    /CW-GBGothicUB
    /CW-GBKaishu
    /CW-GBKanTingLiu
    /CW-GBMincho
    /CW-GBMinchoCPY1
    /CW-GBMinchoCPY2
    /CW-GBMinchoCPY3
    /CW-GBMinchoCPY4
    /CW-GBMinchoCPY5
    /CW-GBMinchoCPY6
    /CW-GBMinchoLCPY1
    /CW-GBMinchoLCPY2
    /CW-GBMinchoLCPY3
    /CW-GBMinchoLCPY4
    /CW-GBMinchoLCPY5
    /CW-GBMinchoLCPY6
    /CW-GBMinchoLPY1
    /CW-GBMinchoLPY2
    /CW-GBMinchoLPY3
    /CW-GBMinchoLPY4
    /CW-GBMinchoLPY5
    /CW-GBMinchoLPY6
    /CW-GBMinchoPY1
    /CW-GBMinchoPY2
    /CW-GBMinchoPY3
    /CW-GBMinchoPY4
    /CW-GBMinchoPY5
    /CW-GBMinchoPY6
    /CW-GBMinchoUB
    /CW-GBShaoNv
    /CW-GBWeiBei
    /CW-GBYaSong
    /CW-GBYuanHei
    /CW-GBZhongYi
    /DAKOTA-Normal
    /DaunPenh
    /David
    /David-Bold
    /DCAiLineStd-W5
    /DCAiShadowStd-W5
    /DCAiStd-W5
    /DCCrystalStd-W5
    /DCHigeMojiStd-W5
    /DCHoLeiShoStd-W3
    /DCInlineStd-W5
    /DCKagoMojiStd-W12
    /DCLeiKaiShoStd-W5
    /DCYoseMojiStd-W7
    /DFBrushRDStd-W12
    /DFBrushRDStd-W7
    /DFBrushSQStd-W12
    /DFBrushSQStd-W5
    /DFBrushSQStd-W9
    /DFCraftDouStd-W3
    /DFCraftSumiStd-W9
    /DFCraftYuStd-W5
    /DFCraftYuStd-W7
    /DFFreeRyuSenStd-W2
    /DFFreeRyuSenStd-W3
    /DFFreeRyuYouStd-W3
    /DFFuunStd-W12
    /DFFuunStd-W7
    /DFGanShinKeiStd-W7
    /DFGiHiStd-W7
    /DFGiHi-W7-WING-RKSJ-H
    /DFGiHi-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFGiHi-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicPStd-W2
    /DFGothicPStd-W3
    /DFGothicPStd-W5
    /DFGothicStd-W10
    /DFGothicStd-W12
    /DFGothicStd-W14
    /DFGothic-SU-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoKaiShoPro5-W5
    /DFGyoSho-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoShoPro5-W3
    /DFGyoShoPro5-W5
    /DFGyoShoPro5-W7
    /DFGyoShoStd-W5
    /DFHSGothicPro5-W3
    /DFHSGothicPro5-W5
    /DFHSGothicPro5-W7
    /DFHSGothicPro5-W9
    /DFHSGothicStd-W3
    /DFHSGothicStd-W5
    /DFHSGothicStd-W7
    /DFHSGothicStd-W9
    /DFHSGothic-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothicPro5-W4
    /DFHSMaruGothicStd-W4
    /DFHSMaruGothic-W4-WING-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoPro5-W3
    /DFHSMinchoPro5-W5
    /DFHSMinchoPro5-W7
    /DFHSMinchoPro5-W9
    /DFHSMinchoStd-W3
    /DFHSMinchoStd-W5
    /DFHSMinchoStd-W7
    /DFHSMinchoStd-W9
    /DFHSMincho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoPro5-W12
    /DFKaiShoPro5-W14
    /DFKaiShoPro5-W3
    /DFKaiShoPro5-W5
    /DFKaiShoPro5-W7
    /DFKaiShoPro5-W9
    /DFKaiSho-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoStd-W12
    /DFKaiShoStd-W14
    /DFKaiShoStd-W3
    /DFKaiShoStd-W5
    /DFKaiShoStd-W7
    /DFKaiShoStd-W9
    /DFKaiSho-UB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiShu-SB-Estd-BF
    /DFKanTeiRyuStd-W9
    /DFKanTeiRyu-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WIN-RKSJ-H
    /DFKinBunStd-W3
    /DFKKaiShoBPro5-W5
    /DFKoInStd-W4
    /DFKoIn-W4-WING-RKSJ-H
    /DFKoIn-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFKoIn-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFKyoKaShoPro5-W3
    /DFKyoKaShoPro5-W4
    /DFKyoKaShoStd-W3
    /DFKyoKaShoStd-W4
    /DFKyoKaSho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WING-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiGaSoStd-W9
    /DFLeiGaSo-W9-WING-RKSJ-H
    /DFLeiGaSo-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiGaSo-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WING-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiShoStd-W5
    /DFMaruGothic-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothicStd-W12
    /DFMaruGothicStd-W14
    /DFMaruGothicStd-W3
    /DFMaruGothicStd-W5
    /DFMaruGothicStd-W7
    /DFMaruGothicStd-W9
    /DFMaruMoji-SL-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-SL-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-SL-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMojiStd-W3
    /DFMaruMojiStd-W5
    /DFMaruMojiStd-W7
    /DFMaruMojiStd-W9
    /DFMaruMoji-W3-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoPStd-W3
    /DFMinchoPStd-W5
    /DFMinchoStd-W12
    /DFMinchoStd-W14
    /DFMincho-SU-WING-RKSJ-H
    /DFMincho-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFMincho-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WING-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFOYoJunStd-W5
    /DFPOP1-SB-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1Std-W12
    /DFPOP1Std-W3
    /DFPOP1Std-W5
    /DFPOP1Std-W7
    /DFPOP1Std-W9
    /DFPOP1-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2Std-W12
    /DFPOP2Std-W9
    /DFPOP2-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFPOPClipStd-W7
    /DFPOPCornStd-W12
    /DFPOPCornStd-W7
    /DFPOPStencilStd-W7
    /DFRuLeiAStd-W5
    /DFRuLeiAStd-W9
    /DFRuLeiStd-W5
    /DFRuLeiStd-W7
    /DFRuLei-W5-WING-RKSJ-H
    /DFRuLei-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLei-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WING-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFRyuSekiStd-W9
    /DFShinTenStd-W5
    /DFShinTenStd-W7
    /DFSinSoStd-W3
    /DFSinSo-W3-WING-RKSJ-H
    /DFSinSo-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFSinSo-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFSMGothicStd-W2
    /DFSNGyoShoStd-W5
    /DFSNGyoSho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFSNGyoSho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFSNGyoSho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGeiStd-W5
    /DFSoGeiStd-W7
    /DFSoGeiStd-W9
    /DFSoGei-W5-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFSoKaiShoStd-W7
    /DFSoKingStd-W3
    /DFSoKing-W3-WING-RKSJ-H
    /DFSoKing-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFSoKing-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFSumoStd-W12
    /DFSumo-W12-WING-RKSJ-H
    /DFSumo-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFSumo-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiShoStd-W5
    /DFTFLeiShoStd-W7
    /DFTFLeiShoStd-W9
    /DFTFLeiSho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WIN-RKSJ-H
    /DHGothic-EB-WINP-RKSJ-H
    /DHGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DHHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DHPGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DilleniaUPC
    /DilleniaUPCBold
    /DilleniaUPCBoldItalic
    /DilleniaUPCItalic
    /DokChampa
    /Dotum
    /DotumChe
    /DreamOrphans-Bold
    /DreamOrphans-Regular
    /Dutch801BT-Bold
    /Dutch801BT-BoldItalic
    /Dutch801BT-ExtraBold
    /Dutch801BT-ExtraBoldItalic
    /Dutch801BT-Italic
    /Dutch801BT-ItalicHeadline
    /Dutch801BT-Roman
    /Dutch801BT-RomanHeadline
    /Dutch801BT-SemiBold
    /Dutch801BT-SemiBoldItalic
    /EarwigFactory
    /Ebrima
    /Ebrima-Bold
    /EdwardianScriptITC
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /EmbassyJS
    /English111AdagioBT-Regular
    /English111PrestoBT-Regular
    /English111VivaceBT-Regular
    /EngraversMT
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /ESRIAMFMElectric
    /ESRIAMFMGas
    /ESRIAMFMSewer
    /ESRIAMFMWater
    /ESRIArcPad
    /ESRIArrowhead
    /ESRIBusiness
    /ESRICartography
    /ESRICaves1
    /ESRICaves2
    /ESRICaves3
    /ESRIClimate&Precipitation
    /ESRICommodities
    /ESRIConservation
    /ESRICrimeAnalysis
    /ESRIDefaultMarker
    /ESRIDimensioning
    /ESRIElements
    /ESRIEnviroHazardAnalysis
    /ESRIEnviroHazardIncident
    /ESRIEnviroHazardSites
    /ESRIEnvironmental&Icons
    /ESRIERSInfrastructuresS1
    /ESRIERSOperationsS1
    /ESRIFireIncidentNFPA
    /ESRIGeology
    /ESRIGeologyAGSO1
    /ESRIGeologyUSGS95-525
    /ESRIGeometricSymbols
    /ESRIHazardousMaterials
    /ESRIHydrants
    /ESRIIGLFont16
    /ESRIIGLFont20
    /ESRIIGLFont21
    /ESRIIGLFont22
    /ESRIIGLFont23
    /ESRIIGLFont24
    /ESRIIGLFont25
    /ESRIMilMod01
    /ESRIMilMod02
    /ESRIMilRed01
    /ESRIMilSym01
    /ESRIMilSym02
    /ESRIMilSym03
    /ESRIMilSym04
    /ESRIMilSym05
    /ESRINIMACityGraphicLN
    /ESRINIMACityGraphicPT
    /ESRINIMADNCLN
    /ESRINIMADNCPT
    /ESRINIMAVMAP1&2LN
    /ESRINIMAVMAP1&2PT
    /ESRINorth
    /ESRIOilGasWater
    /ESRIOrdnanceSurvey
    /ESRIPipelineUS1
    /ESRIPublic1
    /ESRISDS1.951
    /ESRISDS1.952
    /ESRISDS2.001
    /ESRISDS2.002
    /ESRIShields
    /ESRISurveyor
    /ESRITelecom
    /ESRITransportationCivic
    /ESRIUSForestry1
    /ESRIUSForestry2
    /ESRIUSMUTCD1
    /ESRIUSMUTCD2
    /ESRIUSMUTCD3
    /ESRIWeather
    /EstrangeloEdessa
    /Euclid
    /Euclid-Bold
    /Euclid-BoldItalic
    /EuclidExtra
    /EuclidExtra-Bold
    /EuclidFraktur
    /EuclidFraktur-Bold
    /Euclid-Italic
    /EuclidMathOne
    /EuclidMathOne-Bold
    /EuclidMathTwo
    /EuclidMathTwo-Bold
    /EuclidSymbol
    /EuclidSymbol-Bold
    /EuclidSymbol-BoldItalic
    /EuclidSymbol-Italic
    /EucrosiaUPC
    /EucrosiaUPCBold
    /EucrosiaUPCBoldItalic
    /EucrosiaUPCItalic
    /EuphemiaCAS
    /EuphorigenicS
    /EuroSig
    /F910CinemaMinchoKanaW6Seion
    /FangSong
    /FangSongCS
    /FelixTitlingMT
    /FencesPlain
    /FolioBT-Bold
    /FolioBT-BoldCondensed
    /FolioBT-Book
    /FolioBT-ExtraBold
    /FolioBT-Light
    /FolioBT-LightItalic
    /FolioBT-Medium
    /FolioStd-Bold
    /FolioStd-BoldCondensed
    /FolioStd-ExtraBold
    /FolioStd-Light
    /FolioStd-Medium
    /FolkPro-Bold
    /FolkPro-Heavy
    /FolkPro-Medium
    /FolkPro-Regular
    /FootlightMTLight
    /ForteMT
    /FrakturJS
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FrankRuehl
    /FreesiaUPC
    /FreesiaUPCBold
    /FreesiaUPCBoldItalic
    /FreesiaUPCItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /Freshbot
    /Frosty
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FuturaBT-Bold
    /FuturaBT-BoldCondensed
    /FuturaBT-BoldCondensedItalic
    /FuturaBT-BoldItalic
    /FuturaBT-Book
    /FuturaBT-BookItalic
    /FuturaBT-ExtraBlack
    /FuturaBT-ExtraBlackCondensed
    /FuturaBT-ExtraBlackCondItalic
    /FuturaBT-ExtraBlackItalic
    /FuturaBT-Heavy
    /FuturaBT-HeavyItalic
    /FuturaBT-Light
    /FuturaBT-LightCondensed
    /FuturaBT-LightItalic
    /FuturaBT-Medium
    /FuturaBT-MediumCondensed
    /FuturaBT-MediumItalic
    /Gabriola
    /Gadugi
    /Gadugi-Bold
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Gautami-Bold
    /GBBiaoTiSong
    /GBFangSong
    /GBGothic
    /GBKaiShu
    /GBLiShu
    /GBMincho
    /GBPBiaoTiSong
    /GBPFangSong
    /GBPGothic
    /GBPKaiShu
    /GBPLiShu
    /GBPMincho
    /GBPWeiBei
    /GBPXingShu
    /GBPYaoTi
    /GBPYuanHei
    /GBWeiBei
    /GBXingShu
    /GBYaoTi
    /GBYuanHei
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GFSPorson-Regular
    /GiddyupStd
    /Gigi-Regular
    /GillSansMT
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /Gisha
    /Gisha-Bold
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /Gothic720-BoldB
    /Gothic720-ItalicB
    /Gothic720-RomanB
    /GothicBBBPr5-Medium
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pr5-Bold
    /GothicMB101Pr5-DeBold
    /GothicMB101Pr5-Heavy
    /GothicMB101Pr5-Light
    /GothicMB101Pr5-Medium
    /GothicMB101Pr5-Regular
    /GothicMB101Pr5-Ultra
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-DeBold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /GothicMB101Pro-Light
    /GothicMB101Pro-Medium
    /GothicMB101Pro-Regular
    /GothicMB101Pro-Ultra
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudyStout
    /Grad
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HakusyuKaisyoBold
    /HannariMincho
    /HarlowSolid
    /Harrington
    /HeavyHeap
    /HeitiCS
    /HeitiCT
    /Helvetica
    /HelveticaBlack
    /HelveticaBlackOblique
    /HelveticaBold
    /Helvetica-BoldOblique
    /HelveticaLight
    /HelveticaLightOblique
    /Helvetica-Narrow
    /Helvetica-NarrowBold
    /Helvetica-NarrowBoldItalic
    /Helvetica-NarrowItalic
    /Helvetica-Oblique
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiPresenceEB
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /HiraKakuProN-W6
    /HiraKakuPro-W3
    /HiraKakuPro-W6
    /HiraKakuStd-W8
    /HiraMaruPro-W4
    /HiraMinPro-W3
    /HiraMinPro-W6
    /HoboStd
    /HummingStd-B
    /HurryUp
    /Huxtable
    /Impact
    /ImprintMT-Shadow
    /InformalRoman-Regular
    /IPAmjMincho
    /IrisUPC
    /IrisUPCBold
    /IrisUPCBoldItalic
    /IrisUPCItalic
    /IskoolaPota
    /IskoolaPota-Bold
    /JasmineUPC
    /JasmineUPCBold
    /JasmineUPCBoldItalic
    /JasmineUPCItalic
    /JEANETTE-Normal
    /Jokerman-Regular
    /JSGothic-Md
    /JSHSMinchoU-W3-WIN-RKSJ-H
    /JSMincho-Lt
    /JSPGothic-Md
    /JSPMincho-Lt
    /JSSGothic-Md
    /JSSMincho-Lt
    /JuiceITC-Regular
    /Jun101Pro-Light
    /Jun201Pro-Regular
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /JustEditMark
    /JustHalfMark
    /JustHalfMarkG
    /JustKanaMark
    /JustKanaMarkG
    /JustOubunMark
    /JustOubunMarkG
    /JustUnitMark
    /JustUnitMarkG
    /JustWabunMark
    /JustWabunMarkG
    /KaiTi
    /KaitiCS
    /KaitiEG-Medium-SJIS
    /KaitiEGP-Medium-SJIS
    /KakuminPro-Bold
    /KakuminPro-Heavy
    /KakuminPro-Medium
    /KakuminPro-Regular
    /Kalinga
    /Kalinga-Bold
    /KantinliuEG-Heavy-SJIS
    /KantinliuEGP-Heavy-SJIS
    /Kartika
    /Kartika-Bold
    /KF-B5FangSong
    /KF-B5Gothic
    /KF-B5GothicUB
    /KF-B5Kaishu
    /KF-B5KanTingLiu
    /KF-B5Mincho
    /KF-B5MinchoUB
    /KF-B5PFangSong
    /KF-B5PGothic
    /KF-B5PGothicUB
    /KF-B5PKaishu
    /KF-B5PKanTingLiu
    /KF-B5PMincho
    /KF-B5PMinchoUB
    /KF-B5PShaoNv
    /KF-B5PWeiBei
    /KF-B5PYaSong
    /KF-B5PYuanHei
    /KF-B5PZhongYi
    /KF-B5ShaoNv
    /KF-B5WeiBei
    /KF-B5YaSong
    /KF-B5YuanHei
    /KF-B5ZhongYi
    /KF-GB18030Gothic
    /KF-GB18030Mincho
    /KF-GB18030PGothic
    /KF-GB18030PMincho
    /KF-GBFangSong
    /KF-GBGothic
    /KF-GBGothicUB
    /KF-GBKaishu
    /KF-GBKanTingLiu
    /KF-GBMincho
    /KF-GBMinchoUB
    /KF-GBPFangSong
    /KF-GBPGothic
    /KF-GBPGothicCPY1
    /KF-GBPGothicCPY2
    /KF-GBPGothicCPY3
    /KF-GBPGothicCPY4
    /KF-GBPGothicCPY5
    /KF-GBPGothicCPY6
    /KF-GBPGothicLCPY1
    /KF-GBPGothicLCPY2
    /KF-GBPGothicLCPY3
    /KF-GBPGothicLCPY4
    /KF-GBPGothicLCPY5
    /KF-GBPGothicLCPY6
    /KF-GBPGothicLPY1
    /KF-GBPGothicLPY2
    /KF-GBPGothicLPY3
    /KF-GBPGothicLPY4
    /KF-GBPGothicLPY5
    /KF-GBPGothicLPY6
    /KF-GBPGothicPY1
    /KF-GBPGothicPY2
    /KF-GBPGothicPY3
    /KF-GBPGothicPY4
    /KF-GBPGothicPY5
    /KF-GBPGothicPY6
    /KF-GBPGothicUB
    /KF-GBPKaishu
    /KF-GBPKanTingLiu
    /KF-GBPMincho
    /KF-GBPMinchoCPY1
    /KF-GBPMinchoCPY2
    /KF-GBPMinchoCPY3
    /KF-GBPMinchoCPY4
    /KF-GBPMinchoCPY5
    /KF-GBPMinchoCPY6
    /KF-GBPMinchoLCPY1
    /KF-GBPMinchoLCPY2
    /KF-GBPMinchoLCPY3
    /KF-GBPMinchoLCPY4
    /KF-GBPMinchoLCPY5
    /KF-GBPMinchoLCPY6
    /KF-GBPMinchoLPY1
    /KF-GBPMinchoLPY2
    /KF-GBPMinchoLPY3
    /KF-GBPMinchoLPY4
    /KF-GBPMinchoLPY5
    /KF-GBPMinchoLPY6
    /KF-GBPMinchoPY1
    /KF-GBPMinchoPY2
    /KF-GBPMinchoPY3
    /KF-GBPMinchoPY4
    /KF-GBPMinchoPY5
    /KF-GBPMinchoPY6
    /KF-GBPMinchoUB
    /KF-GBPShaoNv
    /KF-GBPWeiBei
    /KF-GBPYaSong
    /KF-GBPYuanHei
    /KF-GBPZhongYi
    /KF-GBShaoNv
    /KF-GBWeiBei
    /KF-GBYaSong
    /KF-GBYuanHei
    /KF-GBZhongYi
    /KhmerUI
    /KhmerUI-Bold
    /KodchiangUPC
    /KodchiangUPCBold
    /KodchiangUPCBoldItalic
    /KodchiangUPCItalic
    /KodomoRounded
    /Kokila
    /Kokila-Bold
    /Kokila-BoldItalic
    /Kokila-Italic
    /KozGoPr6N-Bold
    /KozGoPr6N-ExtraLight
    /KozGoPr6N-Heavy
    /KozGoPr6N-Light
    /KozGoPr6N-Medium
    /KozGoPr6N-Regular
    /KozGoPro-Bold
    /KozGoPro-ExtraLight
    /KozGoPro-Heavy
    /KozGoPro-Light
    /KozGoPro-Medium
    /KozGoPro-Regular
    /KozGoProVI-Medium
    /KozGoStd-Bold
    /KozGoStd-ExtraLight
    /KozGoStd-Heavy
    /KozGoStd-Light
    /KozGoStd-Medium
    /KozGoStd-Regular
    /KozMinPr6N-Bold
    /KozMinPr6N-ExtraLight
    /KozMinPr6N-Heavy
    /KozMinPr6N-Light
    /KozMinPr6N-Medium
    /KozMinPr6N-Regular
    /KozMinPro-Bold
    /KozMinPro-ExtraLight
    /KozMinPro-Heavy
    /KozMinPro-Light
    /KozMinPro-Medium
    /KozMinPro-Regular
    /KozMinProVI-Regular
    /Kredit
    /KristenITC-Regular
    /KunstlerScript
    /KyokaICAPro-Light
    /KyokaICAPro-Medium
    /KyokaICAPro-Regular
    /LaoUI
    /LaoUI-Bold
    /Latha
    /Latha-Bold
    /LatinWide
    /Leelawadee
    /LeelawadeeBold
    /Leelawadee-Bold
    /LeisuEG-Medium-SJIS
    /LeisuEGP-Medium-SJIS
    /LetterGothicStd
    /LetterGothicStd-Bold
    /LetterGothicStd-BoldSlanted
    /LetterGothicStd-Slanted
    /LevenimMT
    /LevenimMT-Bold
    /Ligurino
    /Ligurino-Bold
    /LigurinoCondensed
    /Ligurino-Italic
    /LilyUPC
    /LilyUPCBold
    /LilyUPCBoldItalic
    /LilyUPCItalic
    /LiShueCS
    /LithosPro-Black
    /LithosPro-Regular
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-Regular
    /MalgunGothic
    /MalgunGothicBold
    /MalgunGothicRegular
    /Mangal
    /Mangal-Bold
    /Mangal-Regular
    /Marlett
    /MaruFoPro-Bold
    /MaruFoPro-Heavy
    /MaruFoPro-Medium
    /MaruFoPro-Regular
    /MatisseElegantoPro-B
    /MatisseElegantoPro-DB
    /MatisseElegantoPro-EB
    /MatisseElegantoPro-M
    /MatisseElegantoPro-UB
    /MaturaMTScriptCapitals
    /Meiryo
    /Meiryo-Bold
    /Meiryo-BoldItalic
    /Meiryo-Italic
    /MeiryoUI
    /MeiryoUI-Bold
    /MeiryoUI-BoldItalic
    /MeiryoUI-Italic
    /MesquiteStd
    /MicrosoftHimalaya
    /MicrosoftJhengHeiBold
    /MicrosoftJhengHeiRegular
    /MicrosoftJhengHeiUIBold
    /MicrosoftJhengHeiUIRegular
    /MicrosoftNewTaiLue
    /MicrosoftNewTaiLue-Bold
    /MicrosoftPhagsPa
    /MicrosoftPhagsPa-Bold
    /MicrosoftSansSerif
    /MicrosoftTaiLe
    /MicrosoftTaiLe-Bold
    /MicrosoftUighur
    /MicrosoftUighur-Bold
    /MicrosoftYaHei
    /MicrosoftYaHei-Bold
    /MicrosoftYaHeiUI
    /MicrosoftYaHeiUI-Bold
    /Microsoft-Yi-Baiti
    /MidashiGoPr5-MB31
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MingLiU-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-UNI-H
    /MingtiEG-Light-SJIS
    /MingtiEGP-Light-SJIS
    /MingtiEGP-Ultra-SJIS
    /MingtiEG-Ultra-SJIS
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldCn
    /MinionPro-BoldCnIt
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Medium
    /MinionPro-MediumIt
    /MinionPro-Regular
    /MinionPro-Semibold
    /MinionPro-SemiboldIt
    /MinyaNouvelle
    /MinyaNouvelleBold
    /MinyaNouvelleBoldItalic
    /MinyaNouvelleItalic
    /Miriam
    /MiriamFixed
    /Mistral
    /MMaArrow-Bold
    /MMaArrow-BoldItalic
    /MMaArrow-Italic
    /MMaArrow-Regular
    /MMaArrowS-Bold
    /MMaArrowS-Regular
    /MMaArrowSS-Bold
    /MMaArrowSS-Regular
    /MMaBinary-Bold
    /MMaBinary-BoldItalic
    /MMaBinary-Italic
    /MMaBinary-Regular
    /MMaBinaryS-Bold
    /MMaBinaryS-Regular
    /MMaBinarySS-Bold
    /MMaBinarySS-Regular
    /MMaCenturyB-BoldItalic
    /MMaCenturyB-Italic
    /MMaCentury-Bold
    /MMaCentury-BoldItalic
    /MMaCentury-Italic
    /MMaCenturyJB-BoldItalic
    /MMaCenturyJB-Italic
    /MMaCenturyJ-BoldItalic
    /MMaCenturyJ-Italic
    /MMaCentury-Regular
    /MMaCenturyS-Bold
    /MMaCenturyS-BoldItalic
    /MMaCenturyS-Italic
    /MMaCenturyS-Regular
    /MMaCenturySS-Bold
    /MMaCenturySS-BoldItalic
    /MMaCenturySS-Italic
    /MMaCenturySS-Regular
    /MMaEtc-Bold
    /MMaEtc-BoldItalic
    /MMaEtc-Italic
    /MMaEtc-Regular
    /MMaEtcS-Bold
    /MMaEtcS-Regular
    /MMaEtcSS-Bold
    /MMaEtcSS-Regular
    /MMaExtra-Bold
    /MMaExtra-BoldItalic
    /MMaExtra-Italic
    /MMaExtra-Regular
    /MMaExtraS-Bold
    /MMaExtraS-Regular
    /MMaExtraSS-Bold
    /MMaExtraSS-Regular
    /MMaFermat-Bold
    /MMaFermat-Regular
    /MMaFraktur-Bold
    /MMaFraktur-Regular
    /MMaGauss-Bold
    /MMaGauss-Regular
    /MMaGreekB-BoldItalic
    /MMaGreekB-Italic
    /MMaGreek-Bold
    /MMaGreek-BoldItalic
    /MMaGreek-Italic
    /MMaGreek-Regular
    /MMaGreekS-Bold
    /MMaGreekS-BoldItalic
    /MMaGreekS-Italic
    /MMaGreekS-Regular
    /MMaGreekSS-Bold
    /MMaGreekSS-BoldItalic
    /MMaGreekSS-Italic
    /MMaGreekSS-Regular
    /MMaNegate-Bold
    /MMaNegate-BoldItalic
    /MMaNegate-Italic
    /MMaNegate-Regular
    /MMaNegateS-Bold
    /MMaNegateS-Regular
    /MMaNegateSS-Bold
    /MMaNegateSS-Regular
    /MMaPascal-Bold
    /MMaPascal-Regular
    /MMaRelation-Bold
    /MMaRelation-BoldItalic
    /MMaRelation-Italic
    /MMaRelation-Regular
    /MMaRelationS-Bold
    /MMaRelationS-Regular
    /MMaRelationSS-Bold
    /MMaRelationSS-Regular
    /MMArrow
    /MMArrowBold
    /MMaTextBook-Bold
    /MMaTextBook-BoldItalic
    /MMaTextBook-Italic
    /MMaTextBook-Regular
    /MMaVariableA-Bold
    /MMaVariableA-Regular
    /MMaVariableAS-Bold
    /MMaVariableAS-Regular
    /MMaVariableASS-Bold
    /MMaVariableASS-Regular
    /MMaVariableB-Bold
    /MMaVariable-Bold
    /MMaVariableB-Regular
    /MMaVariableBS-Bold
    /MMaVariableBS-Regular
    /MMaVariableBSS-Bold
    /MMaVariableBSS-Regular
    /MMaVariableC-Bold
    /MMaVariableC-Regular
    /MMaVariableCS-Bold
    /MMaVariableCS-Regular
    /MMaVariableCSS-Bold
    /MMaVariableCSS-Regular
    /MMaVariableD-Bold
    /MMaVariableD-Regular
    /MMaVariableDS-Bold
    /MMaVariableDS-Regular
    /MMaVariableDSS-Bold
    /MMaVariableDSS-Regular
    /MMaVariable-Regular
    /MMaVariableS-Bold
    /MMaVariableS-Regular
    /MMaVariableSS-Bold
    /MMaVariableSS-Regular
    /MMBinary
    /MMBinaryBold
    /MMCenturyNew-Bold
    /MMCenturyNew-BoldItalic
    /MMCenturyNew-Italic
    /MMCenturyNewRD-Bold
    /MMCenturyNewRD-BoldItalic
    /MMCenturyNewRD-Italic
    /MMCenturyNewRD-Regular
    /MMCenturyNew-Regular
    /MMEtc
    /MMEtcBold
    /MMExtra
    /MMExtraBold
    /MMGreek
    /MMGreekBold
    /MMGreekBoldItalic
    /MMGreekItalic
    /MMNegate
    /MMNegateBold
    /MMRelation
    /MMRelationBold
    /MMVariable
    /MMVariableA
    /MMVariableABold
    /MMVariableB
    /MMVariableBBold
    /MMVariableBold
    /MMVariableC
    /MMVariableCBold
    /MMVariableD
    /MMVariableDBold
    /Modern-Regular
    /Mojikyo_M101
    /Mojikyo_M102
    /Mojikyo_M103
    /Mojikyo_M104
    /Mojikyo_M105
    /Mojikyo_M106
    /Mojikyo_M107
    /Mojikyo_M108
    /Mojikyo_M109
    /Mojikyo_M110
    /Mojikyo_M111
    /Mojikyo_M112
    /Mojikyo_M113
    /Mojikyo_M114
    /Mojikyo_M115
    /Mojikyo_M116
    /Mojikyo_M117
    /Mojikyo_M118
    /Mojikyo_M119
    /Mojikyo_M120
    /Mojikyo_M121
    /Mojikyo_M136
    /Mojikyo_M137
    /Mojikyo_M138
    /Mojikyo_M139
    /Mojikyo_M140
    /Mojikyo_M141
    /Mojikyo_M142
    /Mojikyo_M186
    /Mojikyo_M187
    /Mojikyo_M188
    /Mojikyo_M189
    /Mojikyo_M190
    /Mojikyo_M191
    /Mojikyo_M192
    /Mojikyo_M193
    /Mojikyo_M194
    /Mojikyo_M195
    /Mojikyo_M196
    /Mojikyo_M197
    /Mojikyo_M198
    /Mojikyo_M199
    /Mojikyo_M200
    /Mojikyo_M201
    /Mojikyo_M202
    /Mojikyo_M203
    /MojikyoQ101
    /MojikyoQ102
    /MojikyoQ103
    /MojikyoQ104
    /MojikyoQ105
    /MojikyoQ106
    /MojikyoQ107
    /MojikyoQ108
    /MojikyoQ109
    /MojikyoQ110
    /MojikyoQ111
    /MojikyoQ112
    /MojikyoQ113
    /MojikyoQ114
    /MojikyoQ115
    /MojikyoQ116
    /MongolianBaiti
    /MonotypeCorsiva
    /MoolBoran
    /MotoyaUPNewsGOtf-W3
    /MotoyaUPNewsMOtf-W2
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSansSerif-Bold
    /MSReferenceSansSerif-BoldItalic
    /MSReferenceSansSerif-Italic
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MT-Extra
    /MTExtraTiger
    /Mufferaw
    /MVBoli
    /MyriadArabic-Bold
    /MyriadArabic-BoldIt
    /MyriadArabic-It
    /MyriadArabic-Regular
    /MyriadHebrew-Bold
    /MyriadHebrew-BoldIt
    /MyriadHebrew-It
    /MyriadHebrew-Regular
    /MyriadPro-Black
    /MyriadPro-BlackIt
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldCond
    /MyriadPro-BoldCondIt
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-Cond
    /MyriadPro-CondIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Light
    /MyriadPro-LightIt
    /MyriadPro-Regular
    /MyriadPro-Semibold
    /MyriadPro-SemiboldIt
    /Narkisim
    /Neuropol
    /NewGulim
    /NiagaraEngraved-Reg
    /NiagaraSolid-Reg
    /NirmalaUI
    /NirmalaUI-Bold
    /NSimSun
    /NSK_hakushuuGShoujouw0
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW0
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW1
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW2
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW3
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW4
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW5
    /NSKhakushuuGShoujouw1
    /NSKhakushuuGShoujouw2
    /NSKhakushuuGShoujouw3
    /NSKhakushuuGShoujouw4
    /NSKhakushuuGShoujouw5
    /NSKhakushuuShoujouw0
    /NSKhakushuuShoujouw1
    /NSKhakushuuShoujouw2
    /NSKhakushuuShoujouw3
    /NSKhakushuuShoujouw4
    /NSKhakushuuShoujouw5
    /NSKhakushuuTateReducew1
    /NSKhakushuuTateReduceW2
    /NSKhakushuuTateReduceW3
    /NSKhakushuuTateReducew4
    /NSKhakushuuTateReducew5
    /NSKkanaYokoReduceW1
    /NSKkanaYokoReduceW2
    /NSKkanaYokoReduceW3
    /NSKkanaYokoReduceW4
    /NSKkanaYokoReduceW5
    /NSKshoujouhyoudaiW1
    /NSKshoujouhyoudaiW2
    /NSKshoujouhyoudaiW3
    /NSKshoujouhyoudaiW4
    /NSKshoujouhyoudaiW5
    /NuevaStd-Bold
    /NuevaStd-BoldCond
    /NuevaStd-BoldCondItalic
    /NuevaStd-Cond
    /NuevaStd-CondItalic
    /NuevaStd-Italic
    /NUfuzokuNormal
    /NUgakubuNormal
    /NUhospitalNormal
    /Nyala-Regular
    /OCRAExtended
    /OCRAStd
    /OCRB
    /OCRB10PitchBT-Regular
    /OldEnglishTextMT
    /Onyx
    /OptimaLTStd
    /OptimaLTStd-Black
    /OptimaLTStd-BlackItalic
    /OptimaLTStd-Bold
    /OptimaLTStd-BoldItalic
    /OptimaLTStd-DemiBold
    /OptimaLTStd-DemiBoldItalic
    /OptimaLTStd-ExtraBlack
    /OptimaLTStd-Italic
    /OptimaLTStd-Medium
    /OptimaLTStd-MediumItalic
    /OptimaLTStd-XBlackItalic
    /OratorStd
    /OratorStd-Slanted
    /OvlapblackEG-Heavy-SJIS
    /OvlapblackEGP-Heavy-SJIS
    /Oxoniensis
    /PalaceScriptMT
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /PlanetBenson2
    /PlantagenetCherokee
    /Playbill
    /PMingLiU
    /PMingLiU-ExtB
    /PoorRichard-Regular
    /Pop5EG-Heavy-SJIS
    /Pop5EGP-Heavy-SJIS
    /PopEG-Bold-SJIS
    /PopEGP-Bold-SJIS
    /PoplarStd
    /PrestigeEliteStd-Bd
    /Pristina-Regular
    /Pupcat
    /Raavi
    /RageItalic
    /RageItalicLetPlain
    /Ravie
    /reikofont
    /RFHelveticaBd
    /RFHelveticaBdIt
    /RFHelveticaBdSC
    /RFHelveticaMd
    /RFHelveticaMdIt
    /RFHelveticaMdSC
    /RFHelveticaRg
    /RFHelveticaRgIt
    /RFHelveticaRgSC
    /RFLHelveticaBd
    /RFLHelveticaBdCn
    /RFLHelveticaBdIt
    /RFLHelveticaBdOu
    /RFLHelveticaLt
    /RFLHelveticaMd
    /RFLHelveticaMdCn
    /RFLHelveticaMdIt
    /RFLHelveticaRg
    /RFLHelveticaRgCn
    /RFLHelveticaRgIt
    /RFOCRB
    /RgBrush-UB-90ms-RKSJ-H
    /RgFine-MB-90ms-RKSJ-H
    /RgFine-ME-90ms-RKSJ-H
    /RgGothicA-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgGSanSrf-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgGSanSrf-UB-90ms-RKSJ-H
    /RgHagoromo-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgHagoromo-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiKG-W5-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiKG-W9-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiMG-W4-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiM-W3-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiM-W9-90ms-RKSJ-H
    /RgHelveticaBd
    /RgHelveticaBdIt
    /RgHelveticaBdSC
    /RgHelveticaMd
    /RgHelveticaMdIt
    /RgHelveticaMdSC
    /RgHelveticaRg
    /RgHelveticaRgIt
    /RgHelveticaRgSC
    /RgHMinA-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinKok-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinKok-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSink-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSink-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSKok-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSKok-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgKantei-UB-90ms-RKSJ-H
    /RgKazariKei1-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei2-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei3-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei4-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei5-83pv-RKSJ-H
    /RgKointai-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKasho-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKasho-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKasho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgLHelveticaBd
    /RgLHelveticaBdCn
    /RgLHelveticaBdIt
    /RgLHelveticaBdOu
    /RgLHelveticaLt
    /RgLHelveticaMd
    /RgLHelveticaMdCn
    /RgLHelveticaMdIt
    /RgLHelveticaRg
    /RgLHelveticaRgCn
    /RgLHelveticaRgIt
    /RgNOW-GB-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-GE-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-GM-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-GU-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-MB-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-MM-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-MU-90ms-RKSJ-H
    /RgOCR-B-Regular
    /RgPBrush-UB-83pv-RKSJ-H
    /RgPFine-MB-83pv-RKSJ-H
    /RgPFine-ME-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothicA-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPGSanSrf-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPGSanSrf-UB-83pv-RKSJ-H
    /RgPHagoromo-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPHagoromo-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiKG-W5-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiKG-W9-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiMG-W4-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiM-W3-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiM-W9-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinA-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinKok-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinKok-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSink-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSink-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSKok-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSKok-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPKantei-UB-83pv-RKSJ-H
    /RgPKointai-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKasho-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKasho-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKasho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GB-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GE-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GM-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GU-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-MB-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-MM-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-MU-83pv-RKSJ-H
    /RgPReisho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSan-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPSan-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSan-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPShino-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPShino-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPShokeiGS-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPSKaisho-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPSKaisho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSKaisho-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPWoody-GM-83pv-RKSJ-H
    /RgReisho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSan-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgSan-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSan-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgShino-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgShino-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgShokeiGS-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgSKaisho-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgSKaisho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSKaisho-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgWoody-GM-90ms-RKSJ-H
    /Ribbon131BT-Regular
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /Rod
    /RomanMinchoEGP-Ultra-SJIS
    /RomanMinchoEG-Ultra-SJIS
    /RosewoodStd-Regular
    /RussellObliqueStd
    /RussellObliqueStd-Informal
    /RussellSquare
    /RussellSquare-Oblique
    /RyuminPr5-Bold
    /RyuminPr5-ExBold
    /RyuminPr5-ExHeavy
    /RyuminPr5-Heavy
    /RyuminPr5-Light
    /RyuminPr5-Medium
    /RyuminPr5-Regular
    /RyuminPr5-Ultra
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-ExBold
    /RyuminPro-ExHeavy
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /SakkalMajalla
    /SakkalMajallaBold
    /ScriptMTBold
    /SegoePrint
    /SegoePrint-Bold
    /SegoeScript
    /SegoeScript-Bold
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUI-Italic
    /SegoeUI-Light
    /SegoeUI-SemiBold
    /SegoeUI-Semilight
    /SegoeUISymbol
    /ShinGoPr5-Bold
    /ShinGoPr5-DeBold
    /ShinGoPr5-ExLight
    /ShinGoPr5-Heavy
    /ShinGoPr5-Light
    /ShinGoPr5-Medium
    /ShinGoPr5-Regular
    /ShinGoPr5-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-DeBold
    /ShinGoPro-ExLight
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinMGoPro-Bold
    /ShinMGoPro-Heavy
    /ShinMGoPro-Light
    /ShinMGoPro-Medium
    /ShinMGoPro-Regular
    /ShinMGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /ShoinControl
    /ShonarBangla
    /ShonarBangla-Bold
    /ShowcardGothic-Reg
    /Shruti
    /Shruti-Bold
    /SimHei
    /SimplifiedArabic
    /SimplifiedArabic-Bold
    /SimplifiedArabicFixed
    /SimSun
    /SimSun-ExtB
    /SimSun-PUA
    /SingeitaiEGP-Ultra-SJIS
    /SingeitaiEG-Ultra-SJIS
    /SinkaiEG-Heavy-SJIS
    /SinkaiEGP-Heavy-SJIS
    /SMPLXmartini
    /SnapITC-Regular
    /Sportstfb
    /SPSSMarkerSet
    /Stencil
    /StencilStd
    /Stereofidelic
    /StymieBT-Bold
    /StymieBT-BoldItalic
    /StymieBT-ExtraBold
    /StymieBT-ExtraBoldCondensed
    /StymieBT-Light
    /StymieBT-LightItalic
    /StymieBT-Medium
    /StymieBT-MediumItalic
    /SukenGreek
    /SukenGreekItalic
    /SukenJRoman
    /SukenJRomanItalic
    /SukenKigou1
    /SukenKigou2
    /SukenKigou4
    /SukenKigou5
    /SukenMark2
    /SukenMark3
    /SukenMark4
    /SukenNewsGothic
    /SukenRoman
    /SukenRomanItalic
    /SWGamekeysMT
    /Swiss721BT-Black
    /Swiss721BT-BlackCondensed
    /Swiss721BT-BlackCondensedItalic
    /Swiss721BT-BlackExtended
    /Swiss721BT-BlackItalic
    /Swiss721BT-BlackNo2
    /Swiss721BT-BlackRounded
    /Swiss721BT-Bold
    /Swiss721BT-BoldCondensed
    /Swiss721BT-BoldCondensedItalic
    /Swiss721BT-BoldExtended
    /Swiss721BT-BoldItalic
    /Swiss721BT-BoldRounded
    /Swiss721BT-Heavy
    /Swiss721BT-HeavyItalic
    /Swiss721BT-Italic
    /Swiss721BT-ItalicCondensed
    /Swiss721BT-Light
    /Swiss721BT-LightCondensed
    /Swiss721BT-LightCondensedItalic
    /Swiss721BT-LightExtended
    /Swiss721BT-LightItalic
    /Swiss721BT-Medium
    /Swiss721BT-MediumItalic
    /Swiss721BT-Roman
    /Swiss721BT-RomanCondensed
    /Swiss721BT-RomanExtended
    /Swiss721BT-Thin
    /Swiss721BT-ThinItalic
    /Swiss911BT-Compressed
    /Swiss911BT-ExtraCompressed
    /Swiss911BT-UltraCompressed
    /SWMacro
    /SybilGreen
    /Sylfaen
    /Symbol
    /SymbolMT
    /SymbolTiger
    /SymbolTigerExpert
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /Tandelle
    /Tandelle-Bold
    /Tandelle-BoldItalic
    /Tandelle-Italic
    /Teen
    /Teen-Bold
    /Teen-BoldItalic
    /Teen-Italic
    /TeenLight
    /TeenLight-Italic
    /TektonPro-Bold
    /TektonPro-BoldCond
    /TektonPro-BoldExt
    /TektonPro-BoldObl
    /TempusSansITC
    /Tiger
    /TigerExpert
    /TimesNewRomanMTStd
    /TimesNewRomanMTStd-Bold
    /TimesNewRomanMTStd-BoldCond
    /TimesNewRomanMTStd-BoldIt
    /TimesNewRomanMTStd-Cond
    /TimesNewRomanMTStd-CondIt
    /TimesNewRomanMTStd-Italic
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TraditionalArabic
    /TraditionalArabic-Bold
    /TrajanPro-Bold
    /TrajanPro-Regular
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga
    /Tunga-Bold
    /Tunga-Regular
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-Condensed
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-Italic
    /TwCenMT-Regular
    /Utsaah
    /Utsaah-Bold
    /Utsaah-BoldItalic
    /Utsaah-Italic
    /Vani
    /Vani-Bold
    /VelvendaCooler
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /Vijaya
    /Vijaya-Bold
    /VinerHandITC
    /Vivaldii
    /VladimirScript
    /Vrinda
    /Vrinda-Bold
    /Waker
    /WCROUGHTRADBta
    /Webdings
    /WeiBeiCS
    /WickendenCafeNDP
    /WickendenCafeNDPBold
    /WickendenCafeNDPBoldItalic
    /WickendenCafeNDPItalic
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /XingShuCS
    /XiSongCS
    /XiSongCT
    /YaoTiCS
    /YentiEG-Extra-SJIS
    /YentiEG-Medium-SJIS
    /YentiEGP-Extra-SJIS
    /YentiEGP-Medium-SJIS
    /YuanheiCS
    /YuGothic-Bold
    /YuGothic-Light
    /YuGothic-Medium
    /YuGothic-Regular
    /YuGothicUI-Bold
    /YuGothicUI-Light
    /YuGothicUI-Regular
    /YuGothicUI-Semibold
    /YuGothicUI-Semilight
    /YuMincho-Demibold
    /YuMincho-Light
    /YuMincho-Regular
    /ZapfChanceryMediumItalic
    /ZapfDingbats
    /ZhongSongCS
    /ZurichBT-Black
    /ZurichBT-BlackExtended
    /ZurichBT-BlackItalic
    /ZurichBT-Bold
    /ZurichBT-BoldCondensed
    /ZurichBT-BoldCondensedItalic
    /ZurichBT-BoldExtended
    /ZurichBT-BoldExtraCondensed
    /ZurichBT-BoldItalic
    /ZurichBT-ExtraBlack
    /ZurichBT-ExtraCondensed
    /ZurichBT-Italic
    /ZurichBT-ItalicCondensed
    /ZurichBT-Light
    /ZurichBT-LightCondensed
    /ZurichBT-LightCondensedItalic
    /ZurichBT-LightExtraCondensed
    /ZurichBT-LightItalic
    /ZurichBT-Roman
    /ZurichBT-RomanCondensed
    /ZurichBT-RomanExtended
    /ZurichBT-UltraBlackExtended
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /WorkingCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed true
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




